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◇
…
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
波

紋
は
企
業
の
栄
枯
盛
衰
を
浮
び
上

が
ら
せ
て
い
る
。
一
人
勝
ち
の
任

天
堂
も
つ
い
に
最
終
赤
字
に
な
る

と
い
う
。
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
市
場
は

縮
小
を
迫
ら
れ
、旧
勢
力
は
後
退
、

新
勢
力
が
と
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

高
機
能
電
話
市
場
で
も
新
旧
交
替
の
気
配
が

色
濃
く
漂
う
。

◇
…
歴
史
と
い
う
も
の
は
常
に
そ
の
繰
り
返

し
で
あ
る
。
史
上
に
名
高
い
劉
邦
と
項
羽
の

天
下
争
覇
戦
も
最
初
圧
倒
的
に
優
勢
だ
っ
た

項
羽
は
結
局
劉
邦
に
追
い
抜
か
れ
一
敗
地
に

ま
み
れ
る
。
項
羽
は
常
に
勝
ち
天
下
を
と
る

チ
ャ
ン
ス
は
十
分
に
あ
っ
た
。
し
か
し
范
増

と
い
う
名
参
謀
の
進
言
を
と
り
入
れ
ず
自
ら

敗
因
を
招
く
。
勝
負
を
か
け
た
大
き
な
舞
台

は
鴻
門
の
会
だ
っ
た
。
謀
将
范
増
は
劉
邦
を

殺
す
絶
好
の
機
会
と
み
る
。
項
羽
に
不
意
打

ち
を
進
め
る
。
范
増
は
二
〇
〇
名
の
兵
を
ひ

そ
ま
せ
、
宴
の
中
ば
項
羽
に
劉
邦
を
切
る
よ

う
合
図
を
す
る
。

◇
…
し
か
し
、
劉
邦
は
空
気
を
察
知
し
危
機

を
逃
れ
る
。
便
所
に
立
ち
そ
の
ま
ま
間
道
伝

い
に
覇
上
に
逃
げ
込
む
。
范
増
は
項
羽
に
愛

想
を
つ
か
し「
豎
子
と
も
に
謀
る
に
足
ら
ず
」

と
嘆
じ
、
項
羽
の
天
下
に
見
切
り
を
つ
け
、

項
羽
の
も
と
を
去
る
。
参
謀
を
失
っ
た
項

羽
の
局
面
は
ガ
ラ
ッ
と
変
る
。
戦
況
は
急

速
に
敗
色
を
濃
く
す
る
。
追
い
詰
め
ら
れ

た
項
羽
は
劉
邦
の
大
軍
に
囲
ま
れ
、
終
り

を
迎
え
る
。
項
羽
を
愕
然
と
さ
せ
た
の
は

四
方
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
楚
の
歌
だ
っ
た
。

楚
は
項
羽
の
故
郷
で
あ
る
。
楚
の
人
間
ま

で
も
既
に
劉
邦
に
下
っ
た
の
か
と
思
い
、

勝
負
は
こ
れ
ま
で
と
腹
を
固
め
る
。
か
た

と
き
も
そ
ば
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
愛
人
の

虞
姫
を
殺
し
、
翌
日
自
決
し
た
。

◇
…
企
業
間
の
し
烈
な
争
い
は
内
外
で
強

ま
る
一
方
だ
。
尖
閣
諸
島
の
違
法
操
業
で

捕
ら
わ
れ
た
船
長
の
仕
返
し
で
、
中
国
側

は
レ
ア
ア
ー
ス
の
対
日
輸
出
を
事
実
上
抑

え
込
ん
だ
。
中
国
の
生
産
量
は
世
界
の

九
八
％
を
占
め
て
い
る
。
高
機
能
電
話
、

省
エ
ネ
家
電
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
の
生
産

に
か
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
中
国
に
依

存
し
な
い
対
策
が
急
が
れ
る
。

　

最
近
、
民
間
機
関
と
北
海
道
大
学
の
共

同
研
究
で
レ
ア
ア
ー
ス
を
使
わ
な
い
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
用
磁
石
モ
ー
タ
の
開
発
に
成

功
し
た
。
こ
の
種
の
研
究
は
今
後
加
速
さ

れ
て
い
く
。
時
代
も
変
化
の
兆
を
う
か
が

わ
せ
て
い
る
。（
Ｋ
）

時事余聞

　

東
京
湾
、
三
河
湾
、
広
島
湾
の
ア
サ
リ
漁
業

は
三
河
湾
と
広
島
湾
は
増
加
、
し
か
し
東
京
湾

は
驚
く
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全

体
と
し
て
は
ピ
ー
ク
時
の
一
六
万
ト
ン
か
ら

二
〇
〇
〇
年
以
降
三
万
ト
ン
ほ
ど
に
急
減
。
本

稿
で
は
特
に
東
京
湾
の
ア
サ
リ
の
漁
業
動
向
の

注
目
す
べ
き
点
は
羽
田
空
港
沖
に
お
け
る
埋
め

立
て
で
優
良
な
漁
場
が
失
わ
れ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
養
貝
場
や
人
工
干
潟
の
利
用
な

ど
に
よ
り
、
ア
サ
リ
増
産
を
す
べ
く
関
係
都
県

の
役
割
発
揮
が
重
要
だ
と
指
摘
。
筆
者
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
。
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「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

　

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人　

東
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水
産
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興
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（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）

　
　
　
　
　
　
目
　
　
次

三
大
内
湾
域
の
ア
サ
リ
漁
業
と
東
京
湾
の
再
生

～
養
貝
場
の
回
復
と
無
料
潮
干
狩
り
場
の
造
成
～

第
五
一
四
号

一
．
は
じ
め
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1

二
．
三
大
内
湾
域
に
お
け
る
海
域
特
性
と

　
　

ア
サ
リ
漁
業
の
概
要
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3

三
．
三
大
内
湾
域
に
お
け
る
ア
サ
リ
漁
業
の
生
産
形
態
等

　
　

と
保
養
・
交
流
・
学
習
機
能
の
比
較
…
…
…
…
…
…
11

四
．
東
京
湾
に
お
け
る
ア
サ
リ
漁
獲
量
の
動
向
…
…
…
…
30

五
．
東
京
湾
に
お
け
る
ア
サ
リ
種
苗
の
増
産
方
策
…
…
…
36

六
．
む
す
び
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
51

　

時
事
余
聞
　
編
集
後
記

松ま
つ

浦う
ら　

勉
つ
と
む

略
歴

▽
一
九
五
二
年
山
口
県
生
ま
れ
。
長
崎
大

学
水
産
学
部
卒
業
。
一
九
七
六
年
水
産

庁
入
庁
（
こ
の
間
、
科
学
技
術
庁
海
洋

開
発
課
、
鳥
取
県
農
林
水
産
部
、
宇
宙

開
発
事
業
団
に
出
向
）。
一
九
九
九
年

か
ら
中
央
水
産
研
究
所
水
産
経
済
部

（
旧
、
経
営
経
済
部
）
に
勤
務
。
主
任

研
究
官
、
比
較
経
済
研
究
室
長
、
動
向

分
析
研
究
室
長
を
経
て
、
現
在
、
国
際

漁
業
政
策
研
究
員
。

　

二
〇
〇
六
年
北
海
道
大
学
よ
り
水
産
科

学
博
士
号
を
取
得
。
著
書
に
、「
漁
業

管
理
研
究
」（
一
九
九
一
年
、
共
著
）、

「
二
十
一
世
紀
の
く
に
づ
く
り
を
考
え

る
」（
一
九
九
一
年
、
共
著
）、「
東
ア

ジ
ア
関
係
国
の
漁
業
事
情
」（
一
九
九
四

年
、編
著
）、「
漁
村
の
文
化
」（
一
九
九
七

年
、
共
著
）、「
続
・
日
本
漁
民
史
」

（
一
九
九
九
年
、
共
著
）、「
東
南
ア
ジ

ア
関
係
国
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
汽
水
域
に

お
け
る
養
殖
管
理
の
比
較
分
析
（
英

文
）」（
二
〇
〇
七
年
、
編
著
）、「
沖
底

（
２
そ
う
び
き
）
の
経
営
構
造
」

（
二
〇
〇
八
年
、
単
著
）、「
魚
食
文
化

の
系
譜
」（
二
〇
〇
九
年
、
編
著
）
な

ど
が
あ
る
。

104-
0055
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一
．
は
じ
め
に

　

都
市
再
生
本
部
（
内
閣
官
房
）
は
、
二
〇
〇
一
年
「
大
都
市
圏
に
お
け
る
都
市
環
境
イ
ン
フ
ラ
の

再
生
事
業
」
を
決
定
し
、
そ
の
中
で
、
水
質
汚
濁
が
慢
性
化
す
る
大
都
市
圏
の
「
海
の
再
生
」
を
図

る
こ
と
を
決
め
た
（
注
一
）。
こ
れ
を
受
け
て
、
水
質
改
善
の
た
め
の
行
動
計
画
を
策
定
し
、
そ
の

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
二
〇
〇
二
年
「
東
京
湾
再
生
推
進
会
議
」
の
設
置
を
皮

切
り
に
、
順
次
、
大
阪
湾
（
二
〇
〇
三
年
）、
伊
勢
湾
（
三
河
湾
を
含
む
）（
二
〇
〇
六
年
）、
広
島

独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー　

中
央
水
産
研
究
所

松

浦　

勉

水
産
経
済
部　

国
際
漁
業
政
策
研
究
員

三
大
内
湾
域
の
ア
サ
リ
漁
業
と
東
京
湾
の
再
生

～
養
貝
場
の
回
復
と
無
料
潮
干
狩
り
場
の
造
成
～
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全
国
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
、
ピ
ー
ク

時
の
一
六
万
ト
ン
か
ら
、
二
〇
〇
〇

年
以
降
三
万
ト
ン
に
減
少

最
近
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
、
三
河
湾

と
広
島
湾
で
は
増
加
し
、
東
京
湾
で

は
減
少

　

東
京
湾
の
ア
サ
リ
は
産
卵
後
浮
遊
幼
生
と
な
っ
て
湾
内
を
広
域
に
遊
泳
し
て
お
り
、
漁
獲
量
の
回

復
を
図
る
た
め
に
は
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
（
以
下
、「
三
都
県
」）
や
水
産
庁
・
国
土
交

通
省
関
係
組
織
が
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
に
、
本
稿
で
は
、
東
京
湾
に
お
け
る
ア
サ
リ
漁
業
の
再
生
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
課
題
を
設
定
す
る
。
第
一
は
、
三
大
内
湾
域
に
お
け
る
海
域
特
性
と

ア
サ
リ
漁
業
の
概
要
を
把
握
す
る
。
第
二
で
は
、三
大
内
湾
域
に
お
け
る
ア
サ
リ
漁
業
の
生
産
形
態
、

種
場
の
盛
衰
と
種
苗
放
流
量
の
動
向
、
並
び
に
、
保
養
・
交
流
・
学
習
機
能
の
視
点
か
ら
潮
干
狩
り

者
数
の
動
向
、
干
潟
を
対
象
と
し
た
小
学
校
の
環
境
教
育
を
分
析
す
る
。
第
三
に
、
東
京
湾
に
お
け

る
ア
サ
リ
漁
獲
量
の
動
向
を
分
析
す
る
。
第
四
に
、
三
河
湾
と
広
島
湾
に
お
け
る
種
苗
増
産
手
法
の

東
京
湾
へ
の
導
入
の
可
能
性
、
無
料
潮
干
狩
り
場
と
し
て
の
人
工
干
潟
利
用
、
ア
サ
リ
種
苗
増
産
に

向
け
た
三
都
県
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　

二
．
三
大
内
湾
域
に
お
け
る
海
域
特
性
と
ア
サ
リ
漁
業
の
概

要

　

全
国
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
、
一
九
六
〇
年
頃
～
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
は
一
〇
～
一
六
万
ト
ン
で

推
移
し
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
減
少
し
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
三
万
ト
ン
で
低
迷
し
て
い
る
。

　

主
要
な
海
域
・
湾
別
ア
サ
リ
漁
獲
量
を
み
る
と
、
ア
サ
リ
漁
業
の
発
達
が
最
も
早
か
っ
た
東
京
湾

湾
（
二
〇
〇
六
年
）
の
四
つ
の
内
湾
に
再
生
推
進
会
議
を
設
置
し
た
。
東
京
湾
再
生
推
進
会
議
が
二

〇
〇
三
年
に
ま
と
め
た
「
東
京
湾
再
生
の
た
め
の
行
動
計
画
」
で
は
、
ア
サ
リ
の
水
質
浄
化
機
能
に

着
目
し
、
干
潟
の
更
な
る
保
全
・
再
生
・
創
造
を
推
進
し
て
い
る
。

　

四
つ
の
内
湾
の
う
ち
、
大
阪
湾
を
除
く
三
つ
の
内
湾
で
は
ア
サ
リ
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
大
都

市
圏
を
擁
し
ア
サ
リ
需
要
量
が
多
い
の
で
、
種
苗
を
放
流
し
て
増
産
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
つ

の
内
湾
域
に
お
け
る
最
近
の
ア
サ
リ
生
産
状
況
を
み
る
と
、
三
河
湾
で
は
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
湾
内

の
種
苗
を
大
量
に
放
流
し
漁
獲
量
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
広
島
湾
で
は
二
〇
〇
五
年
頃
か
ら
被
覆
網

の
下
に
種
苗
が
着
底
し
漁
獲
量
が
増
加
し
た
。
一
方
、
東
京
湾
で
は
漁
獲
量
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て

き
た
千
葉
県
に
お
い
て
、
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
二
〇
〇
三
年
の
一
〇
、
六
六
四
ト
ン
か
ら
二
〇
〇
八
年

に
は
九
〇
七
ト
ン
に
激
減
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
東
京
湾
、
三
河
湾
、
広
島
湾
（
以
下
、「
三
大
内
湾
域
」）
に
お
け
る
ア
サ
リ
漁
業
を

比
較
分
析
し
た
上
で
、
東
京
湾
の
ア
サ
リ
漁
業
の
再
生
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

い
る
。
東
京
湾
で
は
湾
岸
の
埋
め
立
て
に
よ
り
、
漁
業
権
が
広
域
に
わ
た
り
消
滅
し
た
が
、
残
さ
れ

た
干
潟
・
浅
場
（
以
下
、「
干
潟
」）
を
利
用
し
て
ア
サ
リ
漁
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

東
京
湾
に
お
け
る
ア
サ
リ
漁
業
研
究
は
、
自
然
科
学
的
見
地
か
ら
千
葉
県
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
・
東
京
湾
漁
業
研
究
所
、
東
京
都
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
、
神
奈
川
県
水
産
技
術
セ

ン
タ
ー
、（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
・
中
央
水
産
研
究
所
（
浅
海
増
殖
部
、
海
洋
生
産
部
）

な
ど
が
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
が
、水
産
経
済
学
的
見
地
か
ら
の
研
究
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。
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深
川
・
黒
江
町
は
、
浦
安
か
ら
ア
サ

リ
を
入
荷
し
、
夕
河
岸
に
は
「
深
川

め
し
」
の
屋
台
が
並
ん
だ

全
国
の
ア
サ
リ
漁
獲
金
額
は
、

一
九
八
〇
年
代
半
ば
の
三
〇
〇
億
円

か
ら
、
二
〇
〇
七
年
に
は
一
二
一
億

に
減
少

か
ら
、
本
稿
で
は
狭
義
の
東
京
湾
内
湾
を
東
京
湾
と
し
て
扱
う
。

　

東
京
湾
一
帯
は
遠
浅
で
、
多
摩
川
、
隅
田
川
、
中
川
、
江
戸
川
等
の
各
河
川
が
注
い
で
お
り
、
貝

類
の
発
生
及
び
成
育
に
適
し
、
昔
か
ら
地
域
住
民
が
自
然
の
繁
殖
に
任
せ
て
ア
サ
リ
を
採
捕
し
て
い

た
。
日
本
橋
の
魚
市
場
の
対
岸
に
あ
る
深
川
、
黒
江
町
は
、
浦
安
か
ら
ア
サ
リ
を
入
荷
し
て
い
た
の

で
、
夕
河
岸
が
終
わ
る
と
、
ア
サ
リ
の
炊
き
込
み
ご
飯
「
深
川
め
し
」
を
売
る
屋
台
が
並
び
、
夜
遅

く
ま
で
働
く
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

東
京
湾
で
は
、
大
正
時
代
か
ら
戦
前
に
か
け
て
、
川
崎
市
、
横
浜
市
を
中
心
と
す
る
京
浜
地
域
で

工
業
集
積
用
地
の
確
保
を
目
的
に
埋
め
立
て
が
な
さ
れ
た
。
一
九
五
〇
年
代
半
ば
以
降
本
格
的
な
経

済
成
長
の
中
、
埋
め
立
て
地
を
中
心
に
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
や
製
鉄
所
の
立
地
が
進
み
、
東
京
湾
の

西
岸
だ
け
で
な
く
、
京
浜
地
域
か
ら
京
葉
地
域
へ
と
工
業
地
帯
が
発
展
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
前
半

の
石
油
危
機
に
よ
り
埋
め
立
て
計
画
の
変
更
が
み
ら
れ
、
そ
の
後
、
業
務
機
能
を
中
心
と
し
た
拠
点

的
な
地
域
整
備
や
レ
ジ
ャ
ー
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
整
備
、
人
工
干
潟
な
ど
の
親
水
空
間
の

整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　

東
京
湾
に
は
、
千
葉
県
側
か
ら
木
更
津
港
、
千
葉
港
、
東
京
港
、
川
崎
港
、
横
浜
港
、
横
須
賀
港

の
六
港
湾
が
あ
る
。
千
葉
県
で
は
、
一
九
六
六
～
一
九
八
五
年
に
大
規
模
な
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
、

市
川
市
か
ら
富
津
市
ま
で
の
海
岸
は
三
番
瀬
や
盤
洲
干
潟
、
富
津
干
潟
の
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど

が
埋
め
立
て
ら
れ
た
。
東
京
都
で
は
、
戦
前
に
隅
田
川
河
口
周
辺
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
一
九
六
二
年

の
漁
業
権
全
面
放
棄
以
降
ほ
と
ん
ど
の
湾
岸
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
と
、
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
激
減
し
た

は
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
五
～
八
万
ト
ン
で
全
国
の
半
分
以
上
を
占
め
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら

減
少
し
二
〇
〇
一
年
以
降
一
万
ト
ン
を
割
り
込
ん
だ
。

　

有
明
海
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
二
万
ト
ン
前
後
で
あ
っ
た
が
、
東
京
湾
の
漁
獲
量
が
減
少
し
た

一
九
七
〇
年
代
か
ら
漁
獲
圧
力
が
上
昇
し
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
～
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
は
六
万

ト
ン
以
上
で
あ
っ
た
も
の
の
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
漁
獲
量
が
急
減
し
、
二
〇
〇
〇
年
代

に
は
六
千
ト
ン
前
後
で
低
迷
し
て
い
る
。

　

瀬
戸
内
海
（
主
に
周
防
灘
）
は
、
一
九
七
〇
年
代
～
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
は
二
万
ト
ン
前
後
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
一
千
ト
ン
前
後
に
減
少
し
た
。

　

一
方
、
三
河
湾
は
、
一
九
六
〇
年
代
～
二
〇
〇
〇
年
代
は
一
万
ト
ン
前
後
で
推
移
し
減
少
し
て
お

ら
ず
、
二
〇
〇
八
年
に
は
全
国
の
半
分
近
く
を
占
め
た
。

　

全
国
の
ア
サ
リ
漁
獲
金
額
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
は
三
〇
〇
億
円
で
あ
っ
た
が
、
漁
獲
量
の

減
少
に
よ
り
一
九
九
五
年
が
一
五
九
億
円
、
二
〇
〇
七
年
が
一
二
一
億
円
で
あ
っ
た
。
以
下
に
、
三

大
内
湾
域
に
お
け
る
海
域
特
性
と
ア
サ
リ
漁
業
の
概
要
を
示
す
（
注
二
）。

（
一
）
東
京
湾

　

東
京
湾
は
、
広
義
に
は
、
房
総
半
島
先
端
の
洲
崎
と
三
浦
半
島
の
剱
崎
を
結
ん
だ
線
以
北
の
海
域

を
対
象
と
す
る
が
、
狭
義
に
は
、
富
津
岬
と
対
岸
の
観
音
崎
を
結
ん
だ
線
よ
り
北
側
の
狭
い
海
域
で

あ
る
東
京
湾
内
湾
を
い
う
。
東
京
湾
の
ア
サ
リ
生
息
域
は
、
ほ
と
ん
ど
が
東
京
湾
内
湾
で
あ
る
こ
と
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千
葉
県
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
、

一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
一
万
ト
ン
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
激

減

（
な
お
、
三
都
県
の
中
で
、
東
京
都
だ
け
が
一
九
六
八
年
に
知
事
許
可
漁
業
も
消
滅
し
た
。）。

　

一
九
八
〇
年
代
に
は
東
京
国
際
空
港
（
以
下
、「
羽
田
空
港
」）
の
拡
張
工
事
に
よ
り
、
ア
サ
リ
の

優
良
漁
場
で
あ
っ
た
多
摩
川
河
口
前
面
の
広
い
干
潟
が
河
口
部
を
除
き
消
滅
し
た
。
川
崎
市
で
は
、

一
九
五
六
年
に
工
場
地
帯
造
成
に
伴
い
漁
業
権
が
一
部
放
棄
、
一
九
七
一
年
に
扇
島
東
埠
頭
造
成
等

に
よ
り
漁
業
権
が
全
面
放
棄
さ
れ
た
。
横
浜
市
で
は
、
一
九
五
九
年
に
根
岸
湾
埋
め
立
て
に
伴
い
漁

業
権
が
一
部
放
棄
、
一
九
七
一
年
に
は
金
沢
地
先
埋
め
立
て
に
よ
り
漁
業
権
が
全
面
放
棄
さ
れ
た
。

　

こ
の
結
果
、
千
葉
県
の
袖
ヶ
浦
市
か
ら
横
浜
市
の
沿
岸
域
は
、
船
橋
市
・
市
川
市
を
除
い
て
ほ
と

ん
ど
の
漁
業
権
が
消
滅
し
た
。
東
京
湾
で
は
、
六
つ
の
港
湾
区
域
が
海
岸
線
の
九
〇
％
以
上
、
水
域

面
積
で
約
六
〇
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

　

三
都
県
合
計
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
、
一
九
六
〇
年
に
は
六
二
、
四
三
一
ト
ン
（
千
葉
県
が
四
三
、

六
六
二
ト
ン
、
東
京
都
が
一
六
、
四
七
五
ト
ン
、
神
奈
川
県
が
二
、
二
九
四
ト
ン
）
で
あ
っ
た
が
、

埋
め
立
て
が
行
わ
れ
た
一
九
七
〇
年
に
は
、
千
葉
県
が
六
・
二
万
ト
ン
に
増
加
し
た
も
の
の
、
東
京

都
と
神
奈
川
県
が
そ
れ
ぞ
れ
数
百
ト
ン
に
激
減
し
た
。

　

図
１
に
、
千
葉
県
、
愛
知
県
、
広
島
湾
に
お
け
る
ア
サ
リ
漁
獲
量
の
推
移
を
示
し
た
。
こ
の
う
ち
、

千
葉
県
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
四
～
七
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
代

に
な
る
と
ア
サ
リ
漁
場
の
縮
小
に
よ
り
減
少
し
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
一
万
ト
ン
の
年
が
多
か
っ

た
も
の
の
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
冬
季
の
ア
サ
リ
斃
死
や
カ
イ
ヤ
ド
リ
ウ
ミ
グ
モ
（
以
下
、「
ウ

ミ
グ
モ
」）
の
寄
生
被
害
に
よ
り
激
減
し
た
。

図１　千葉県、愛知県、広島湾におけるアサリ漁獲量の推移（対数グラフ）
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六
条
干
潟
産
種
苗
の
大
量
放
流
に
よ

り
漁
獲
量
が
大
幅
増
加

三
河
湾
で
は
愛
知
県
と
国
土
交
通
省

が
連
携
し
、
六
二
〇
ha
の
大
規
模
な

干
潟
を
造
成

一
九
六
〇
年
代
以
降
現
在
ま
で
の
間
一
万
ト
ン
の
年
が
多
く
、
長
期
的
に
大
き
な
変
動
が
な
い
。

　

し
か
し
、地
域
別
ア
サ
リ
漁
獲
量
を
み
る
と
、東
三
河
地
域
は
一
九
七
〇
年
当
時
県
全
体
の
八
七
％

と
大
半
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
三
河
港
（
湾
東
部
）
の
港
湾
整
備
に
よ
り
優
良
な
ア
サ
リ
漁

場
を
喪
失
し
た
た
め
減
少
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
三
河
湾
内
の
ほ
と
ん
ど
の
漁
協
が
、

豊
川
河
口
域
（
湾
東
部
）
の
種
場
（
以
下
、「
六
条
干
潟
」）
か
ら
採
取
し
た
大
量
の
種
苗
を
自
分
た

ち
の
ア
サ
リ
漁
場
に
放
流
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
色
干
潟
を
有
す
る
西
三
河
地
域
で
は
漁
獲
量
が
大

幅
に
増
加
し
、
二
〇
〇
八
年
の
西
三
河
地
域
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
県
全
体
の
八
四
％
を
占
め
る
に

至
っ
た
。

　

三
河
湾
の
ア
サ
リ
漁
法
は
、
当
初
、
腰
マ
ン
ガ
漁
法
と
長
柄
マ
ン
ガ
漁
法
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た

が
、
一
色
干
潟
で
は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
深
い
水
深
に
生
息
す
る
ア
サ
リ
を
漁
獲
で
き
る
小
型

底
び
き
網
（
以
下
、「
小
底
」）
第
三
種
貝
桁
網
の
水
流
噴
射
式
け
た
網
漁
法
（
以
下
、「
ポ
ン
プ
式

漁
法
」）に
よ
る
漁
獲
量
が
増
加
し
た
。
こ
の
結
果
、愛
知
県
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
二
〇
〇
三
年
の
八
、

八
九
八
ト
ン
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
は
一
九
、
二
七
八
ト
ン
に
増
加
し
た
。

（
三
）
広
島
湾

　

広
島
湾
は
、
広
義
に
は
、
能
美
島
や
倉
橋
島
を
含
み
呉
地
先
海
域
、
広
島
湾
北
部
海
域
、
広
島
湾

西
部
海
域
を
対
象
と
す
る
が
、
狭
義
に
は
、
広
島
湾
北
部
海
域
を
い
う
。
本
稿
で
は
、
狭
義
の
広
島

湾
北
部
海
域
（
大
野
瀬
戸
、
宮
島
瀬
戸
、
な
さ
み
瀬
戸
で
広
島
湾
西
部
海
域
と
、
江
田
島
切
串
と
坂

（
二
）
三
河
湾

　

三
河
湾
は
面
積
が
約
六
〇
〇
㎢
、
平
均
水
深
が
九
・
二
ｍ
の
浅
い
内
湾
で
あ
る
。
矢や

は
ぎ作
川
、
豊
川

の
他
に
多
く
の
中
小
河
川
が
流
入
し
、
湾
奥
部
に
は
、
干
潟
面
積
が
最
も
広
い
一
色
干
潟
の
他
に
、

六
条
干
潟
、
汐
川
干
潟
な
ど
が
あ
る
。

　

三
河
湾
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
港
湾
整
備
等
に
伴
う
干
潟
の
埋
め
立
て
や
周
辺
地
域
の
都
市

化
の
進
展
に
伴
う
栄
養
塩
の
過
度
の
流
入
に
よ
り
、
赤
潮
の
多
発
、
貧
酸
素
水
塊
の
発
生
・
長
期
化
、

青
潮
（
三
河
湾
で
は
「
苦に

が
し
お潮
」
と
呼
ぶ
。）
が
発
生
し
て
い
る
。
三
河
湾
に
お
け
る
大
規
模
な
干
潟

の
埋
め
立
て
は
、
衣
浦
港
、
三
河
港
の
二
つ
の
重
要
港
湾
と
、
リ
ゾ
ー
ト
施
設
「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
」

の
整
備
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

国
土
交
通
省
は
大
型
船
舶
通
行
を
安
全
に
す
る
た
め
、
三
河
湾
口
の
中
山
水
道
に
お
け
る
航
路
の

浚
渫
を
計
画
し
た
。
三
河
湾
の
水
質
環
境
の
悪
化
に
よ
る
水
産
資
源
の
減
少
に
危
機
感
を
持
っ
た
愛

知
県
漁
連
は
、
国
土
交
通
省
と
協
議
を
重
ね
、
中
山
水
道
の
浚
渫
工
事
で
得
ら
れ
る
砂
は
す
べ
て
三

河
湾
の
干
潟
造
成
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
九
八
～
二
〇
〇
四
年
に
愛
知
県
（
水
産
課
と

港
湾
課
）
と
国
土
交
通
省
が
連
携
し
て
、
三
河
湾
に
合
計
六
二
〇
ha
の
大
規
模
な
干
潟
が
造
成
さ
れ

た
。
こ
の
事
業
で
は
、
貧
酸
素
水
塊
の
浸
入
を
防
ぐ
た
め
の
干
潟
の
嵩
上
げ
、
ヘ
ド
ロ
か
ら
の
窒
素

や
リ
ン
の
溶
出
を
防
ぐ
た
め
の
覆
砂
な
ど
が
行
わ
れ
た
（
注
三
）。

　

愛
知
県
は
統
計
上
、
東
三
河
地
域
（
田
原
市
～
蒲
郡
市
）、
西
三
河
地
域
（
幡は

ず豆
町
～
碧
南
市
）、

尾
張
地
域（
美
浜
町
～
弥
富
町
）の
三
地
域
に
区
分
さ
れ
る
。
愛
知
県
の
ア
サ
リ
漁
獲
量（
図
１
）は
、

三
河
湾
の
ア
サ
リ
漁
法
は
、
当
初
、

腰
マ
ン
ガ
と
長
柄
マ
ン
ガ
で
あ
っ
た

が
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
ポ
ン

プ
式
を
導
入
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広
島
湾
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
、
被
覆

網
に
よ
る
種
苗
確
保
に
よ
り
上
向
く

広
島
湾
の
ア
サ
リ
漁
業
は
広
島
市
の

西
部
開
発
事
業
以
降
、
甘
日
市
市
が

主
体

て
お
り
、二
〇
〇
一
年
以
降
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
に
よ
る
食
害
被
害
も
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た（
注
四)

。

漁
業
者
は
こ
れ
ま
で
魚
類
に
よ
る
ア
サ
リ
の
食
害
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
原
因
究
明

と
対
策
に
年
数
を
要
し
た
。
そ
し
て
、
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
の
出
現
を
き
っ
か
け
に
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
の
侵

入
防
止
用
垣
網
を
、
二
〇
〇
五
年
頃
か
ら
ク
ロ
ダ
イ
等
食
害
対
策
用
の
被
覆
網
を
設
置
し
て
い
る
。

　

被
覆
網
は
干
潟
の
表
面
に
ベ
タ
に
敷
い
て
ア
サ
リ
を
食
害
か
ら
守
る
こ
と
が
主
目
的
で
あ
る
が
、

副
次
的
効
果
と
し
て
、
底
層
の
潮
流
速
度
が
軽
減
さ
れ
ア
サ
リ
の
浮
遊
幼
生
が
網
の
下
に
大
量
に
沈

着
し
、
多
数
の
種
苗
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
広
島
湾
の
漁
獲
量
は
、
二
〇
〇
六
年
に
は
五

一
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
被
覆
網
に
よ
る
種
苗
放
流
量
の
増
加
効
果
な
ど
に
よ
り
、
二
〇
〇
八
年
に
は

八
九
ト
ン
に
増
加
し
た
。

　
　
　

三
．
三
大
内
湾
域
に
お
け
る
ア
サ
リ
漁
業
の
生
産
形
態
等
と

保
養
・
交
流
・
学
習
機
能
の
比
較

（
一
）
ア
サ
リ
漁
業
の
生
産
形
態
の
比
較

　

ア
サ
リ
漁
業
は
漁
業
制
度
面
か
ら
み
る
と
、
第
一
種
共
同
漁
業
権
（
腰
マ
ン
ガ
漁
法
や
長
柄
マ
ン

ガ
漁
法
、
大
ま
き
漁
法
、
手
掘
り
漁
法
な
ど
）
と
、
知
事
許
可
漁
業
（
ポ
ン
プ
式
漁
法
な
ど
）、
第

三
種
区
画
漁
業
権
（
手
掘
り
漁
法
な
ど
）
に
区
分
さ
れ
る
。
全
国
的
に
は
、
第
一
種
共
同
漁
業
権
と

知
事
許
可
漁
業
に
よ
る
漁
獲
量
が
多
く
、
第
三
種
区
画
漁
業
権
に
よ
る
漁
獲
量
は
少
な
い
。

町
及
び
呉
市
境
界
の
呉
水
道
で
区
分
さ
れ
た
海
域
）
を
広
島
湾
と
し
て
扱
う
。

　

広
島
湾
の
ア
サ
リ
漁
業
は
、
廿
日
市
市
（
大
野
町
）
と
広
島
市
（
西
区
井
口
地
区
）
で
行
わ
れ
て

い
る
。
広
島
市
の
中
央
部
を
流
れ
る
太
田
川
河
口
域
に
は
、
か
つ
て
広
大
な
干
潟
が
形
成
さ
れ
て
い

た
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
太
田
川
河
口
域
の
前
面
の
干
潟
が
相
次
い
で
埋
め
立
て
ら
れ
、
優
良
な

ア
サ
リ
漁
場
を
失
っ
た
。

　

大
野
町
と
宮
島
の
間
に
位
置
す
る
大
野
瀬
戸
は
、
干
潮
時
狭
い
と
こ
ろ
の
間
隔
が
約
二
〇
〇
ｍ
で

あ
る
。
大
野
瀬
戸
の
北
に
あ
る
大
野
町
は
海
岸
線
が
八
㎞
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
埋
め
立
て
が
あ
ま
り

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
大
き
な
川
は
な
い
が
、
毛
保
川
、
永
慶
寺
川
、
小
田
の
口
川
、
高
見
川
の
小
河

川
が
あ
り
、
河
川
か
ら
陸
地
起
源
の
栄
養
塩
等
が
干
潟
に
供
給
さ
れ
、
ア
サ
リ
の
好
漁
場
を
形
成
し

て
い
る
。

　

広
島
湾
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
（
広
島
市
と
廿
日
市
市
の
合
計
）（
図
１
）
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
は

広
島
市
の
漁
獲
量
の
方
が
廿
日
市
市
よ
り
も
多
く
一
～
二
千
ト
ン
で
推
移
し
た
。
広
島
市
の
漁
獲
量

は
一
九
七
〇
年
に
は
一
、
一
四
一
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
西
部
開
発
事
業
（
一
九
七
一
～
一
九
七
八
年
）

に
よ
る
埋
め
立
て
に
よ
り
、
一
九
七
二
年
に
は
五
九
四
ト
ン
に
減
少
し
た
。
大
野
町
の
ア
サ
リ
漁
獲

量
は
、
一
九
七
二
年
（
七
八
四
ト
ン
）
以
後
、
広
島
市
を
上
回
り
一
九
九
三
年
ま
で
は
二
〇
〇
ト
ン

以
上
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
八
年
に
は
ヘ
テ
ロ
カ
プ
サ
赤
潮
の
発
生
に
よ
り
前
年
の
七
〇
ト
ン
か
ら

三
八
ト
ン
に
減
少
し
た
。

　

広
島
湾
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
ク
ロ
ダ
イ
や
ク
サ
フ
グ
に
よ
る
ア
サ
リ
食
害
が
深
刻
化
し
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養
貝
場
で
各
組
合
員
が
得
る
収
入
は

同
額

木
更
津
地
域
で
は
、
種
苗
を
放
流
す

る
漁
場
が
養
貝
場
、
放
流
し
な
い
漁

場
が
平
場

方
を
有
し
、
他
の
四
漁
協
は
養
貝
場
の
み
を
有
し
て
い
る
。
木
更
津
市
全
体
の
第
一
種
共
同
漁
業
権

漁
場
は
漁
場
面
積
で
み
る
と
、
養
貝
場
が
四
割
、
平
場
が
四
割
、
潮
干
狩
り
場
が
二
割
程
度
を
占
め

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

平
場
は
漁
獲
規
制
が
緩
い
の
で
組
合
員
が
自
由
に
ア
サ
リ
を
漁
獲
で
き
る
が
、
養
貝
場
は
漁
協
が

地
元
以
外
か
ら
種
苗
を
大
量
購
入
し
て
放
流
し
資
源
管
理
を
行
う
の
で
漁
獲
規
制
が
厳
し
い
。
養
貝

場
は
漁
協
の
自
営
事
業
（
養
貝
場
の
貝
類
は
漁
協
の
財
産
）
で
あ
り
、
組
合
員
が
こ
の
漁
場
で
採
捕

し
た
貝
類
は
、
漁
協
が
買
い
取
る
仕
組
み
で
あ
る
。
漁
協
は
組
合
員
が
採
捕
し
た
貝
類
を
一
樽
（
約

一
五
㎏
）
あ
た
り
定
価
（
約
二
、
〇
〇
〇
円
）
で
買
い
取
り
、
こ
れ
を
約
四
、
〇
〇
〇
円
で
問
屋
に

販
売
す
る
。
こ
の
差
額
は
放
流
用
の
種
苗
代
な
ど
に
あ
て
ら
れ
る
。
養
貝
場
で
は
組
合
員
一
人
あ
た

り
割
り
当
て
量
が
同
じ
で
あ
り
、
ア
サ
リ
の
生
息
量
が
多
い
た
め
割
り
当
て
量
を
容
易
に
漁
獲
で
き

る
の
で
、
一
日
あ
た
り
組
合
員
の
収
入
が
同
額
で
あ
る
。

　

一
九
八
六
～
二
〇
〇
〇
年
の
木
更
津
漁
協
で
は
、平
場
と
養
貝
場
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
そ
れ
ぞ
れ
、

二
〇
〇
～
一
、
一
〇
〇
ト
ン
、
四
、
〇
〇
〇
～
六
、
〇
〇
〇
ト
ン
で
あ
り
、
平
場
の
漁
獲
量
は
養
貝

場
の
六
～
二
五
％
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
年
変
動
が
大
き
い
（
注
五)

。
木
更
津
漁
協
の
平
場
と
養
貝
場

の
面
積
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
、
一
三
〇
ha
、
四
三
〇
ha
で
あ
り
、
平
場
の
面
積
は
養
貝
場
の
二
・
六

倍
に
あ
た
る
。
面
積
あ
た
り
の
漁
獲
量
は
、
当
然
な
が
ら
養
貝
場
の
方
が
は
る
か
に
高
く
、
平
場
の

一
〇
～
四
六
倍
に
達
す
る
（
注
六
）。

　

二
番
目
の
愛
知
県
で
は
、
西
三
河
地
域
の
一
色
干
潟
に
設
定
さ
れ
て
い
る
第
一
種
共
同
漁
業
権
漁

　

千
葉
県
の
ア
サ
リ
漁
業
は
、
戦
前
に
は
第
三
種
区
画
漁
業
権
（
以
下
、「
ア
サ
リ
区
画
漁
業
権
」）

と
第
一
種
共
同
漁
業
権
に
よ
り
、戦
後
に
な
る
と
第
一
種
共
同
漁
業
権
の
み
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

東
京
都
と
神
奈
川
県
の
ア
サ
リ
漁
業
は
、
戦
後
も
引
き
続
き
ア
サ
リ
区
画
漁
業
権
が
免
許
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
後
、
漁
業
権
放
棄
や
ア
サ
リ
漁
獲
量
の
減
少
な
ど
に
よ
り
第
三
種
区
画
漁
業
権
が
消
滅

し
た
。

　

現
在
の
千
葉
県
に
お
け
る
主
要
な
ア
サ
リ
漁
場
は
、
船
橋
市
と
市
川
市
（
以
下
、「
船
橋
地
域
」）

と
木
更
津
市
と
富
津
市
（
以
下
、「
木
更
津
地
域
」）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
二
地
域
の
生
産
形
態
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。

　

船
橋
地
域
は
戦
前
か
ら
ア
サ
リ
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
当
初
は
種
苗
を
放
流
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
地
元
種
苗
の
発
生
量
が
多
く
な
り
、
戦
後
に
は
種
苗
を
放
流
せ
ず
に
ア
サ
リ
漁
業
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
ア
サ
リ
漁
場
は
水
深
が
や
や
深
い
の
で
、
船
上
か
ら
漁
獲
す
る
大
ま
き
漁
法
（
小
型

船
を
使
用
し
て
、
三
～
四
人
の
人
数
で
ジ
ョ
レ
ン
を
操
作
し
て
採
捕
。）
に
よ
る
漁
獲
量
が
多
く
、

腰
マ
ン
ガ
漁
法（
漁
場
に
お
り
て
一
人
で
ジ
ョ
レ
ン
を
操
作
し
て
採
捕
。）に
よ
る
漁
獲
量
は
少
な
い
。

　

木
更
津
地
域
で
は
、
戦
後
に
な
っ
て
ア
サ
リ
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
ア
サ
リ
漁
場
は
、
種
苗
を

放
流
す
る
漁
場
（
養
貝
場
）
と
種
苗
を
放
流
し
な
い
漁
場
（
平
場
）
に
大
別
さ
れ
る
。
木
更
津
市
で

は
六
つ
、
富
津
市
で
は
一
つ
の
漁
協
が
ア
サ
リ
漁
業
を
行
い
、
す
べ
て
の
漁
協
が
養
貝
場
を
有
し
て

い
る
。

　

木
更
津
漁
協
と
、
共
同
漁
業
権
漁
場
が
広
い
金
田
漁
協
と
富
津
漁
協
で
は
、
養
貝
場
と
平
場
の
両
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三
河
湾
の
ポ
ン
プ
式
漁
法
は
、
従
来

ア
サ
リ
生
息
量
が
少
な
か
っ
た
水
深

の
深
い
場
所
で
操
業

場
（
第
八
六
号
）（
以
下
、「
第
八
六
号
漁
場
」）
が
県
内
最
大
の
ア
サ
リ
漁
場
で
あ
る
。
第
八
六
号

漁
場
を
管
理
す
る
西
三
河
漁
協
と
衣
崎
漁
協
で
は
、
従
来
、
主
に
腰
マ
ン
ガ
漁
法
に
よ
り
ア
サ
リ
を

漁
獲
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
小
底
（
五
ト
ン
未
満
）
が
ポ
ン
プ
式
漁
法
に
よ
り
ア
サ
リ
を
漁
獲
す

る
よ
う
に
な
り
、
一
九
八
六
年
以
降
ポ
ン
プ
式
漁
法
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
腰
マ
ン
ガ
漁
法
を
上
回
っ

た
。
二
つ
の
漁
法
の
漁
業
管
理
組
織
は
洋
上
で
の
操
業
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
腰
マ
ン
ガ
漁
法

が
利
用
す
る
沿
岸
寄
り
の
第
八
六
号
漁
場
と
、
ポ
ン
プ
式
漁
法
が
利
用
す
る
沖
合
寄
り
の
第
八
六
号

漁
場
の
間
に
孟
宗
竹
を
設
置
し
て
明
確
な
線
引
き
を
行
っ
て
い
る
。
ポ
ン
プ
式
漁
法
が
利
用
す
る
沖

合
寄
り
の
第
八
六
号
漁
場
は
、
水
深
が
深
い
た
め
従
来
ア
サ
リ
生
息
量
が
少
な
か
っ
た
が
、
種
苗
の

大
量
放
流
と
放
流
貝
の
再
生
産
に
よ
り
漁
獲
量
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

　

三
番
目
の
広
島
湾
で
は
、
ア
サ
リ
漁
業
が
区
画
漁
業
権
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
広
島
湾
の
ア
サ

リ
区
画
漁
業
権
は
、
区
割
り
さ
れ
た
漁
場
を
組
合
員
が
個
人
の
責
任
で
管
理
し
種
苗
を
放
流
し
て
い

る
。
広
島
湾
に
お
け
る
ア
サ
リ
区
画
漁
業
権
の
件
数
は
、
一
九
六
一
年
に
は
廿
日
市
市
が
一
五
件
、

広
島
市
が
二
一
件
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
広
島
市
が
埋
め
立
て
等
に
よ
り
ア
サ
リ
漁
場
を
縮
小
さ
せ

た
た
め
、
二
〇
〇
八
年
に
は
廿
日
市
市
が
一
一
件
、
広
島
市
が
一
件
に
な
っ
た
。（
注
七
）

　

表
１
に
、
三
大
内
湾
域
に
お
け
る
種
苗
放
流
型
ア
サ
リ
漁
業
の
生
産
形
態
の
概
要
を
ま
と
め
た
。

三
大
内
湾
域
に
お
け
る
主
要
な
ア
サ
リ
漁
業
の
漁
法
と
漁
場
は
、
東
京
湾
が
腰
マ
ン
ガ
漁
法
（
共
同

漁
業
権
漁
場
・
養
貝
場
）、
三
河
湾
が
ポ
ン
プ
式
漁
法
（
共
同
漁
業
権
漁
場
）、
広
島
湾
が
手
掘
り
漁

表１　三大内湾域における種苗放流型アサリ漁業の生産形態の概要

内湾名 東京湾 三河湾 広島湾

市町名 千葉県木更津市・
富津市 愛知県一色町 広 島 県 廿 日 市 市

（大野町）

漁場 第１種共同漁業権
漁場（養貝場）

第１種共同漁業権
漁場（沖合寄り）

第３種区画漁業権
漁場

漁法 腰マンガ漁法 ポンプ式漁法 手掘り漁法

漁法の発生時期
1970 年頃

（アサリ養貝場の
設置）

1987 年（ ポ ン プ
式 漁 法 の 知 事 許
可）

1884 年 頃（ ア サ
リ区画漁業権の免
許）

上記漁法が発生し
た要因

ノリ養殖とハマグ
リ採貝の衰退によ
り、アサリ養貝場
へ転換。

魚類資源の減少に
より、5 トン未満
小底漁船が板びき
漁法（魚類）から
ポンプ式漁法（ア
サリ）に転換。

カキ養殖業者の進
出を防ぐため、ア
サリ漁業を集落総
有漁場から個人の
区 割 り 漁 場 に 転
換。

行使主体・管理組
織 漁協自営 手三貝協会（漁業

者組織）の管理 個人経営

放流種苗の入手先 県外産種苗に依存 地元産種苗（主に
六条干潟）に依存

被覆網により確保
した地元産種苗と
県外産種苗の両方
に依存

（注）聞き取り調査による。
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東
京
湾
の
主
要
な
ア
サ
リ
種
場
は
、

戦
前
七
か
所
あ
っ
た
が
、
現
在
船
橋

と
盤
洲
鼻
の
二
か
所
の
み

法
（
区
画
漁
業
権
漁
場
）
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
積
極
的
な
種
苗
放
流
を
伴
っ
て
い
る
。
な
お
、
有
明

海
や
瀬
戸
内
海
（
広
島
湾
を
除
く
。）
で
は
、
自
然
の
繁
殖
に
任
せ
、
種
苗
が
大
幅
に
減
少
し
た
場

合
を
除
い
て
種
苗
を
放
流
し
な
い
ア
サ
リ
漁
業
が
主
体
で
あ
る
。

（
二
）
種
場
の
盛
衰
と
種
苗
放
流
量
の
比
較

　

図
２
に
、
大
正
年
間
の
東
京
湾
に
お
け
る
稚
貝
（
ア
サ
リ
等
）
の
流
れ
を
示
し
た
（
注
八
）。
図

２
に
よ
る
と
、
戦
前
の
東
京
湾
に
は
、
浦
安
、
船
橋
、
盤
洲
鼻
（
以
上
、
千
葉
県
）、
大
森
、
羽
田
（
以

上
、
東
京
都
）、
大
師
河
原
、
生
麦
（
以
上
、
神
奈
川
県
）
の
主
要
な
ア
サ
リ
種
場
（
七
か
所
）
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
種
場
か
ら
他
の
ア
サ
リ
漁
場
に
種
苗
が
運
ば
れ
た
。
中
で
も
、
浦
安
の
種
場
は
、

江
戸
川
河
口
域
の
干
潟
（
現
在
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
に
位
置
す
る
。）
に
形
成
さ
れ
、
か
つ
て
東
京

湾
最
大
の
種
苗
供
給
地
で
あ
り
、
湾
内
の
多
く
の
ア
サ
リ
漁
場
に
供
給
さ
れ
た
。

　

浦
安
で
は
一
九
五
五
年
頃
か
ら
工
場
廃
水
や
生
活
汚
水
に
よ
る
漁
場
汚
染
が
目
立
ち
、
一
九
五
八

年
本
州
製
紙
江
戸
川
工
場
汚
水
事
件
の
発
生
後
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
徐
々
に
減
少
し
、
一
九
七
一
年
に

は
漁
業
権
を
全
面
放
棄
し
種
場
が
消
失
し
た
。
他
の
主
要
な
種
場
も
多
く
が
埋
め
立
て
に
よ
り
消
失

し
、
現
在
の
種
場
は
船
橋
と
盤
洲
鼻
だ
け
で
あ
る
。

　

船
橋
は
、
一
九
六
〇
年
代
千
葉
県
内
で
は
浦
安
に
次
い
で
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
多
か
っ
た
。
船
橋
に

は
、
高
瀬
、
二
番
瀬
、
三
番
瀬
、
中
瀬
な
ど
の
干
潟
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
優
良
な
ア
サ
リ
漁
場
で
あ
っ

た
が
、
戦
後
の
早
い
時
期
（
一
九
五
四
年
）
に
本
格
的
な
埋
め
立
て
が
始
ま
り
、
京
葉
港
第
二
期
計

図２　東京湾における放流用アサリ種苗等の取引状況（大正年間）

資料：浦安市郷土博物館常設展示解説書
（注１）赤色の地名は浦安と取引があった地名。
　　　　赤い矢印は稚貝の流れ（浦安と取引があった地区）。

（注２）青い矢印は稚貝の流れ（浦安以外の取引関係）。
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種
場
の
漁
場
環
境
は
、
船
橋
で
は
悪

化
し
た
が
、
盤
洲
鼻
は
比
較
的
良
好

　

二
番
目
の
広
島
湾
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
以
前
に
は
一
般
の
ア
サ
リ
漁
場
で
種
苗
が
発
生
し
、

漁
業
者
は
近
隣
で
採
捕
し
た
種
苗
を
自
分
の
区
割
り
漁
場
に
放
流
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
広
島
市
や

大
竹
市
の
湾
岸
開
発
等
に
よ
り
種
苗
の
発
生
場
所
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
大
野
町
で
は
、
大
野
町

西
端
の
「
下
灘
」
と
宮
島
町
西
端
の
「
長
浦
」
の
二
か
所
の
種
場
か
ら
種
苗
を
採
捕
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
一
九
九
一
年
山
口
県
と
の
県
境
を
流
れ
る
小お

ぜ瀬
川
の
上
流
に
弥や
さ
か栄
ダ
ム
が
建
設
さ
れ

河
川
流
量
が
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
種
場
が
消
失
し
た
。
こ
の
た
め
、
大
野
町
で
は
同

年
か
ら
県
外
産
種
苗
を
購
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

三
番
目
の
三
河
湾
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
以
前
に
は
一
般
の
ア
サ
リ
漁
場
で
種
苗
が
発
生
し
、

ま
た
、二
大
河
川
で
あ
る
豊
川
（
湾
東
部
）
と
矢や

は
ぎ作
川
（
湾
西
部
）
の
河
口
域
が
優
良
な
種
場
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
矢
作
川
の
種
場
は
港
湾
整
備
に
よ
り
埋
め
立
て
ら
れ
て
消
滅
し
た
。

　

六
条
干
潟
は
石
油
危
機
に
よ
る
港
湾
計
画
の
変
更
に
よ
り
埋
め
立
て
ら
れ
ず
に
残
さ
れ
、
一
九
九

八
年
ま
で
地
元
漁
協
組
合
員
が
ア
サ
リ
種
苗
を
採
捕
し
て
い
た
。
一
九
九
九
年
に
短
期
免
許
（
共
同

漁
業
権
及
び
区
画
漁
業
権
）
が
消
滅
し
地
元
漁
協
が
解
散
し
た
こ
と
に
伴
い
、
六
条
干
潟
に
「
ア
サ

リ
採
捕
禁
止
区
域
」（
愛
知
県
漁
業
調
整
規
則
に
よ
る
）
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
三
河
湾
内
の

ほ
と
ん
ど
の
漁
協
は
県
知
事
の
特
別
採
捕
許
可
を
受
け
て
六
条
干
潟
で
種
苗
を
採
捕
し
、
自
分
た
ち

の
ア
サ
リ
漁
場
に
放
流
し
て
い
る
。
図
３
に
、
三
河
湾
に
お
け
る
六
条
干
潟
と
ア
サ
リ
採
捕
禁
止
区

域
を
示
し
た
。

　

一
九
九
九
年
当
時
に
は
、
殻
長
一
五
㎜
以
上
に
成
長
し
た
種
苗
を
九
～
一
〇
月
に
採
捕
し
て
い
た

画
に
よ
り
一
九
七
三
年
に
漁
業
権
を
全
面
放
棄
し
た
（
し
か
し
、
埋
め
立
て
実
施
ま
で
の
間
、
第
一

種
共
同
漁
業
権
の
短
期
免
許
に
よ
り
ア
サ
リ
漁
業
を
行
使
し
て
い
る
。）。
高
瀬
や
二
番
瀬
は
既
に
埋

め
立
て
ら
れ
、
現
在
残
っ
て
い
る
干
潟
が
「
三
番
瀬
」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
（
注
九
）。

　

三
番
瀬
で
は
、
陸
や
河
川
に
由
来
す
る
栄
養
塩
類
や
有
機
物
が
豊
富
で
ア
サ
リ
の
餌
で
あ
る
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
大
量
に
発
生
す
る
た
め
、
毎
年
、
大
量
の
ア
サ
リ
稚
貝
が
発
生
し
て
い
る
。
船
橋

で
は
、
春
～
夏
に
か
け
て
三
〇
㎜
以
上
の
大
型
サ
イ
ズ
の
ア
サ
リ
を
選
択
的
に
漁
獲
し
、
水
温
の
低

下
に
よ
り
成
長
が
止
ま
る
一
〇
月
以
降
二
五
～
三
〇
㎜
程
度
の
中
型
サ
イ
ズ
の
ア
サ
リ
を
採
捕
し
て

い
る
。
仲
買
人
は
、
こ
の
中
型
ア
サ
リ
を
地
元
で
ボ
イ
ル
加
工
し
た
り
、
放
流
用
種
苗
と
し
て
県
内

外
へ
販
売
し
て
い
る
。

　

三
番
瀬
は
、
高
水
温
期
に
北
風
が
連
続
し
て
吹
く
時
に
は
、
沖
合
底
層
の
貧
酸
素
水
が
湧
昇
し
、

青
潮
状
態
に
な
る
。
特
に
一
九
八
五
年
（
九
月
）
に
は
、未
曾
有
の
青
潮
被
害
に
よ
り
三
万
ト
ン
（
推

定
）
の
ア
サ
リ
が
大
量
斃
死
し
た
。
ま
た
、
三
番
瀬
で
は
、
青
潮
被
害
の
ほ
か
に
、
大
雨
に
伴
う
江

戸
川
放
水
路
か
ら
の
濁
水
（
淡
水
の
一
時
的
大
量
放
出
）
と
泥
土
の
堆
積
に
よ
る
斃
死
も
発
生
し
て

い
る
。
淡
水
化
は
通
常
一
週
間
以
内
に
解
消
す
る
が
、
堆
積
し
た
泥
土
は
数
週
間
に
わ
た
っ
て
残
る

こ
と
が
多
く
、
成
貝
の
埋
没
死
だ
け
で
な
く
幼
生
の
新
規
着
底
に
も
影
響
す
る
。
こ
の
た
め
、
一
九

八
六
年
以
降
ア
サ
リ
種
苗
の
斃
死
が
多
く
な
り
、
船
橋
の
種
場
機
能
が
低
下
し
て
い
る
。

　

一
方
、
盤
洲
鼻
は
、
青
潮
被
害
や
大
雨
に
伴
う
濁
水
等
の
影
響
は
船
橋
に
比
べ
て
軽
微
で
あ
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
種
苗
の
生
産
量
が
あ
ま
り
多
く
な
い
。

広
島
湾
の
大
野
町
は
、
ダ
ム
建
設
に

よ
り
種
場
を
消
失
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三
河
湾
の
六
条
干
潟
は
、
採
捕
期
間

の
前
倒
し
と
海
底
耕
転
に
よ
り
稚
貝

採
捕
量
が
大
幅
増
加

が
、二
〇
〇
一
年
と
二
〇
〇
二
年
の
夏
に
六
条
干
潟
で
青
潮
が
発
生
し
種
苗
が
大
量
に
斃
死
し
た（
青

潮
の
発
生
原
因
で
あ
っ
た
深
堀
跡
は
そ
の
後
埋
め
戻
さ
れ
、
以
後
、
青
潮
は
発
生
し
な
く
な
っ
た
。）。

　

こ
の
た
め
、
二
〇
〇
三
年
以
降
、
青
潮
が
拡
大
す
る
前
の
七
月
に
小
型
稚
貝
（
殻
長
一
〇
㎜
以
上
）

を
採
捕
す
る
よ
う
に
な
り
、
採
捕
時
期
を
七
月
～
八
月
盆
と
、
九
月
末
～
一
一
月
の
二
回
に
分
け
た
。

こ
の
結
果
、
種
苗
採
捕
量
は
、
二
〇
〇
二
年
ま
で
は
数
百
～
一
千
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
三
年

以
降
毎
年
三
千
ト
ン
以
上
に
増
加
し
た
。
種
苗
採
捕
量
の
大
幅
な
増
加
要
因
は
、
採
捕
期
間
の
前
倒

し
と
、
採
捕
活
動
を
通
し
た
海
底
耕
耘
効
果
に
よ
る
生
息
環
境
の
改
善
で
あ
る
。

　

図
４
に
、
全
国
と
千
葉
県
に
お
け
る
ア
サ
リ
種
苗
放
流
量
（
潮
干
狩
り
用
の
放
流
種
苗
を
除
く
。）

の
推
移
を
示
し
た
（
注
一
〇
）。
全
国
の
ア
サ
リ
種
苗
放
流
量
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
二
〇

〇
億
個
以
上
の
年
が
み
ら
れ
、
そ
の
後
、
一
旦
減
少
し
た
が
、
二
〇
〇
三
年
以
降
六
条
干
潟
産
種
苗

の
三
河
湾
へ
の
放
流
に
よ
り
一
五
〇
億
個
前
後
に
増
加
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
千
葉
県
の
ア
サ
リ
種
苗
放
流
量
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
は
一
〇
〇
億
個
を
超
え

る
年
が
あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
五
〇
億
個
前
後
、
二
〇
〇
六
年
以
降
一
〇
億
個
に
減
少
し

た
。
千
葉
県
の
養
貝
場
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
専
ら
県
外
産
種
苗
を
放
流
用
に
購
入
し
て
い

た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
全
国
的
に
県
外
産
種
苗
の
供
給
量
が
縮
小
し
た
た
め
、
種
苗
放
流

量
が
減
少
し
た
。
千
葉
県
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
ま
で
主
に
熊
本
県
か
ら
種
苗
を
購
入
し
て
い

た
が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
福
岡
県
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
愛
知
県
か
ら
の
購
入
量
が
増
え
た
。

　

全
国
の
ア
サ
リ
種
苗
放
流
量
に
占
め
る
県
別
比
率
は
、
千
葉
県
で
は
一
九
八
四
年
と
一
九
八
五
年

図３　三河湾における六条干潟とアサリ採捕禁止区域（愛知県水産試験場作成）

千
葉
県
の
ア
サ
リ
種
苗
放
流
量
は
、

一
九
九
〇
年
代
ま
で
全
国
の
半
分
以

上
を
占
め
た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
は

二
％
に
減
少



−　−−　−23 22

に
は
七
二
％
と
高
か
っ
た
が
二
〇
〇
八
年
に
は
二
％
に
減
少
し
、
愛
知
県
で
は
六
条
干
潟
産
種
苗
の

放
流
量
が
増
加
し
た
た
め
、
二
〇
〇
八
年
に
は
九
六
％
に
上
昇
し
た
。
な
お
、
広
島
湾
で
は
ア
サ
リ

漁
場
が
縮
小
し
た
の
で
、
放
流
量
が
東
京
湾
や
三
河
湾
に
比
べ
て
極
め
て
少
な
い
。

　

こ
の
放
流
量
の
中
に
は
外
国
か
ら
輸
入
し
た
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
外
国
産
を
含
む
県
外
産
種
苗

の
放
流
は
、
新
た
な
外
敵
生
物
等
を
持
ち
込
む
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
外
敵
生
物
の
侵
入
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
県
外
産
種
苗
の
放
流
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
東
京
湾
で
は
、
今
後
、

湾
内
で
の
ア
サ
リ
種
苗
生
産
量
を
増
加
さ
せ
、
放
流
種
苗
を
湾
全
体
で
賄
う
必
要
が
あ
る
。

（
三
）
潮
干
狩
り
者
数
の
比
較

　

潮
干
狩
り
場
の
利
用
者
数
の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、
表
２
に
、
三
大
内
湾
域
に
お
け
る
関
係
漁

業
地
区
の
過
去
一
年
間
の
延
べ
潮
干
狩
り
者
数
の
推
移
を
示
し
た
。「
Ａ
」
は
、
漁
協
や
海
浜
公
園

が
運
営
し
て
い
る
有
料
潮
干
狩
り
場
を
利
用
し
た
お
客
の
数
（
以
下
、「
有
料
の
潮
干
狩
り
者
数
」）

で
あ
る
。「
Ｂ
」
は
、無
料
潮
干
狩
り
場
を
利
用
し
た
お
客
の
数
（
以
下
、「
無
料
の
潮
干
狩
り
者
数
」）

で
あ
る
。「
Ａ
＋
Ｂ
」
は
、
有
料
の
潮
干
狩
り
者
数
と
無
料
の
潮
干
狩
り
者
数
の
合
計
（
以
下
、「
合

計
潮
干
狩
り
者
数
」）
で
あ
る
。

　

漁
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
一
九
九
八
年
ま
で
「
Ａ
」
と
「
Ｂ
」
の
両
方
が
、
二
〇
〇
三
年
に
は
「
Ａ
」

の
み
が
調
査
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
は
潮
干
狩
り
調
査
が
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
全
国

の
合
計
潮
干
狩
り
者
数
は
、
一
九
八
三
年
に
は
三
三
〇
万
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
八
年
以
降
四
六

図４　全国と千葉県におけるアサリ種苗放流量の推移
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〇
万
人
以
上
に
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
無
料
の
潮
干
狩
り
者
数
が
一
九
八
三
年
の
一
三
〇
万
人
か
ら

一
九
八
八
年
以
降
三
〇
〇
万
人
近
く
に
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

東
京
湾
の
合
計
潮
干
狩
り
者
数
は
、
一
九
八
三
年
の
六
九
〇
、
五
二
六
人
か
ら
一
九
九
八
年
に
は

一
、
六
六
九
、
九
〇
〇
人
に
増
加
し
、
こ
の
う
ち
、
無
料
の
潮
干
狩
り
者
数
が
一
九
八
三
年
の
四
六
、

五
〇
〇
人
か
ら
一
九
九
八
年
に
は
一
、
一
六
九
、
〇
〇
〇
人
に
大
幅
増
加
し
た
。

　

都
県
別
に
み
る
と
、
千
葉
県
の
合
計
潮
干
狩
り
者
数
は
、
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
九
八
年
の
間
、

比
較
的
安
定
的
に
推
移
し
、
一
九
九
八
年
が
六
五
二
、
八
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
一
九
九

八
年
の
合
計
潮
干
狩
り
者
数
に
占
め
る
有
料
の
潮
干
狩
り
者
数
の
比
率
は
七
四
％
と
高
い
。

　

千
葉
県
の
有
料
潮
干
狩
り
場
は
、
木
更
津
市
と
富
津
市
の
漁
協
自
営
と
船
橋
市
三
番
瀬
海
浜
公
園

運
営
で
あ
る
。
船
橋
市
三
番
瀬
海
浜
公
園
に
は
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
三
〇
㎜
前
後
の
ア

サ
リ
を
毎
年
、
約
一
五
〇
ト
ン
放
流
し
、
一
〇
万
人
以
上
が
来
場
し
て
い
る
。
富
津
漁
協
で
は
、
無

料
の
駐
車
場
を
六
か
所
に
増
や
し
た
た
め
、
一
九
九
八
年
の
九
〇
、
〇
〇
〇
人
か
ら
二
〇
〇
三
年
に

は
一
七
五
、
〇
〇
〇
人
に
倍
増
し
た
。

　

東
京
都
の
合
計
潮
干
狩
り
者
数
は
、
一
九
八
八
～
一
九
九
八
年
の
間
比
較
的
安
定
的
に
推
移
し
て

お
り
、
一
九
九
八
年
が
二
二
、
一
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
一
九
九
八
年
の
合
計
潮
干
狩
り
者
数
に
占
め

る
有
料
の
潮
干
狩
り
者
数
の
比
率
は
六
八
％
で
あ
っ
た
。
無
料
の
潮
干
狩
り
者
数
は
、
一
九
九
三
年

の
一
、
〇
〇
〇
人
か
ら
一
九
九
八
年
に
は
七
、
〇
〇
〇
人
に
増
加
し
た
。
東
京
都
内
湾
漁
業
環
境
整

備
協
会
が
三
枚
洲
と
羽
田
で
放
流
し
た
ア
サ
リ
は
漁
業
者
と
一
般
市
民
が
無
料
で
採
捕
し
て
い
る
。

東
京
湾
の
合
計
潮
干
狩
り
者
数
は
、

一
九
八
三
年
の
六
九
〇
千
人
か
ら

一
九
九
八
年
に
は
一
、六
七
〇
千
人

に
増
加

表２　三大内湾域における関係漁業地区の過去１年間の延べ潮干狩り者数の推移
単位：人

漁業地区名 1983 年 1988 年 1993 年 1998 年 2003 年

全国
全体（Ａ＋Ｂ） 3,303,145 4,800,500 4,896,600 4,609,700 ー
全体（Ａ） 1,963,186 1,904,800 1,938,100 1,679,800 2,238,900 
全体（Ｂ） 1,339,959 2,895,700 2,958,500 2,929,900 ー

東京湾関

係３都県

全体（Ａ＋Ｂ） 690,526 845,100 1,183,000 1,669,900 ー
全体（Ａ） 644,026 502,200 478,900 500,900 609,700 
全体（Ｂ） 46,500 342,900 704,100 1,169,000 ー

千葉県

全体（Ａ＋Ｂ） 690,526 790,300 603,600 652,800 ー
全体（Ａ） 644,026 481,400 448,400 480,800 600,700 
全体（Ｂ） 46,500 308,900 155,200 172,000 ー
富津市富津地区（A) 79,026 84,000 89,000 90,000 175,000
木更津市全地区（Ａ） 520,000 395,500 357,600 380,800 303,900 
船橋市船橋地区（A） 40,000 84,600 103,000 120,500 114,600 

東京都

全体（Ａ＋Ｂ） 0 21,800 23,300 22,100 ー
全体（Ａ） 0 20,800 22,300 15,100 4,000 
全体（Ｂ） 0 1,000 1,000 7,000 ー
大田地区（Ａ） 0 0 3,300 8,300 2,000 

神奈川県

全体（Ａ＋Ｂ） 0 33,000 556,100 995,000 ー
全体（Ａ） 0 8,200 5,000 5,000 
全体（Ｂ） 0 0 547,900 990,000 ー
横須賀市大津走水地区（Ａ） 0 0 6,200 5,000 5,000 
横浜市金沢区（Ｂ） 0 0 544,900 990,000 ー

愛知県

全体（Ａ＋Ｂ） 529,093 645,900 479,600 424,100 ー
全体（Ａ） 492,643 513,100 438,700 395,200 361,100 
全体（Ｂ） 36,450 132,800 40,900 28,900 ー
一色町一色地区（A) 4,000 10,000 9,000 9,000 8,000 

広島湾

全体（Ａ＋Ｂ） 11,950 46,700 65,800 33,800 ー
全体（Ａ） 0 3,200 1,900 1,500 0 
全体（Ｂ） 11,950 43,500 63,900 32,300 ー
広島市（B) 900 21,900 6,400 6,300 ー

資料：漁業センサス
（注１）（Ａ）は有料の潮干狩り者数、（Ｂ）は無料の潮干狩り者数。
（注２）1998 年以前の漁業センサスでは、（A）と（B）の両方を調査。
（注３）2003 年漁業センサスでは、（A）のみを調査。
（注４）2008 年漁業センサスでは、潮干狩り調査を実施せず。
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「
か
わ
さ
き
の
浜
」
は
小
規
模
な

人
工
干
潟
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
〇
一
〇
年
無
料
の
潮
干
狩
り
者
数

が
二
五
千
人

横
浜
市
金
沢
区
の
無
料
の
潮
干
狩
り

者
数
（
一
九
八
八
年
）
は
、
全
国
の

約
三
分
の
一

を
占
め
て
お
り
、
漁
協
自
営
の
有
料
潮
干
狩
り
場
が
多
い
。

　

広
島
湾
の
合
計
潮
干
狩
り
者
数
は
、
一
九
八
三
年
が
一
一
、
九
五
〇
人
、
一
九
九
三
年
が
六
五
、

八
〇
〇
人
、
一
九
九
八
年
が
三
三
、
八
〇
〇
人
で
あ
り
年
変
動
が
大
き
い
。
広
島
湾
の
潮
干
狩
り
場

は
、
区
画
漁
業
権
漁
場
が
多
い
甘
日
市
市
に
は
少
な
く
、
漁
業
権
が
消
滅
し
た
広
島
市
に
多
い
た
め
、

一
九
九
八
年
に
は
無
料
の
潮
干
狩
り
者
数
が
全
体
の
九
六
％
を
占
め
た
。

（
四
）
干
潟
を
対
象
と
し
た
小
学
校
の
環
境
教
育
の
比
較

　

三
大
内
湾
域
は
、
い
ず
れ
も
大
都
市
圏
に
位
置
し
て
い
る
の
で
小
学
校
数
が
多
い
が
、
干
潟
を
対

象
と
し
た
環
境
教
育
の
実
態
は
内
湾
に
よ
り
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

小
学
校
の
環
境
教
育
は
、
対
象
と
す
る
学
年
や
授
業
時
間
数
に
よ
り
、
①
特
定
の
学
年
を
対
象
と

し
授
業
時
間
が
数
時
間
（
以
下
、「
タ
イ
プ
Ａ
」）、
②
特
定
の
学
年
を
対
象
と
し
授
業
時
間
が
数
一

〇
時
間
（
以
下
、「
タ
イ
プ
Ｂ
」）、
③
全
学
年
を
対
象
と
し
授
業
時
間
が
一
〇
数
時
間
～
数
一
〇
時

間
（
以
下
、「
タ
イ
プ
Ｃ
」）
の
三
つ
に
区
分
で
き
る
。

　

三
つ
の
区
分
ご
と
に
、
三
大
内
湾
域
に
お
け
る
環
境
教
育
の
概
要
を
示
し
た
。
三
河
湾
と
広
島
湾

に
お
け
る
小
学
校
の
環
境
教
育
で
は
、
タ
イ
プ
Ａ
し
か
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
東
京
湾
で
は
す
べ
て

の
タ
イ
プ
が
み
ら
れ
た
。

　

三
河
湾
で
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
蒲
郡
市
予
算
「
三
河
湾
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
よ
り
、
蒲
郡
市

の
五
つ
の
小
学
校
（
五
年
生
）
が
、「
海
や
砂
浜
、
干
潟
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
総
合
的
学
習
を
行
っ

都
内
に
有
料
の
潮
干
狩
り
場
は
な
い
が
、
漁
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、「
渡
し
」
が
必
要
な
潮
干
狩
り
場

へ
行
く
た
め
遊
漁
船
を
利
用
し
た
人
を
有
料
の
潮
干
狩
り
者
数
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

お
台
場
海
浜
公
園
は
、
二
〇
〇
四
年
四
～
五
月
の
二
か
月
間
で
ア
サ
リ
の
採
捕
者
が
四
千
人
、
約

二
〇
ト
ン
が
採
捕
さ
れ
た
（
注
一
一
）。

　

神
奈
川
県
で
は
、
合
計
潮
干
狩
り
者
数
が
一
九
八
八
年
の
三
三
、
〇
〇
〇
人
か
ら
一
九
九
八
年
に

は
九
九
五
、
〇
〇
〇
人
と
三
〇
倍
に
増
加
し
、
こ
れ
は
、
横
浜
市
金
沢
区
（
海
の
公
園
と
野
島
公
園
）

の
無
料
の
潮
干
狩
り
者
数
が
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
の
横
浜
市
金
沢
区
の
無
料
の
潮

干
狩
り
者
数
は
、
全
国
の
約
三
分
の
一
を
占
め
た
。
潮
干
狩
り
者
の
中
に
は
先
生
に
引
率
さ
れ
た
小

学
生
が
か
な
り
含
ま
れ
る
。

　

横
須
賀
市
東
部
漁
協
（
走
水
大
津
支
所
）
に
は
、
神
奈
川
県
に
お
け
る
唯
一
の
有
料
の
潮
干
狩
り

場
が
あ
り
、
一
九
九
八
年
の
利
用
者
数
が
五
、
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
採
捕
さ
れ
る
ア
サ
リ
の
サ
イ

ズ
が
海
の
公
園
よ
り
も
大
き
く
固
定
客
が
多
い
。

　

京
浜
運
河
に
面
し
て
い
る
川
崎
市
東
扇
島
東
公
園
に
は
、
二
〇
一
〇
年
四
月
に
幅
五
〇
ｍ
の
人
工

干
潟
「
か
わ
さ
き
の
浜
」（
無
料
の
潮
干
狩
り
場
）
が
開
設
さ
れ
、
四
月
と
五
月
に
二
五
千
人
が
潮

干
狩
り
を
行
っ
た
。
ア
サ
リ
の
水
質
浄
化
機
能
に
よ
り
、
人
工
干
潟
の
内
側
と
外
側
は
対
照
的
な
水

色
を
呈
し
て
い
る
。

　

次
に
愛
知
県
で
は
、
合
計
潮
干
狩
り
者
数
が
一
九
八
三
年
の
五
二
九
、
九
三
人
か
ら
一
九
九
八
年

に
は
四
二
四
、一
〇
〇
人
に
減
少
し
た
。一
九
九
八
年
に
は
有
料
の
潮
干
狩
り
者
数
が
全
体
の
九
三
％

三
河
湾
と
広
島
湾
の
小
学
校
で
は
、

特
定
の
学
年
が
干
潟
の
環
境
教
育
を

実
施
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木
更
津
市
金
田
小
学
校
と
港
区
港
陽

小
学
校
で
は
、
全
学
年
が
干
潟
の
環

境
教
育
を
実
施

い
る
（
財
）
横
浜
市
臨
海
環
境
保
全
事
業
団
（
横
浜
市
の
外
郭
団
体
）
は
、「
海
と
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
、
公
園
の
施
設
や
干
潟
を
利
用
し
て
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
、
海
藻
押
し
葉
づ

く
り
、
環
境
を
考
え
る
海
の
親
子
学
習
室
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

タ
イ
プ
Ｃ
の
環
境
教
育
は
、
千
葉
県
木
更
津
市
金
田
小
学
校
と
東
京
都
港
区
港
陽
小
学
校
で
行
わ

れ
て
い
る
。

　

木
更
津
市
に
は
、
学
区
が
沿
海
に
面
し
て
い
る
小
学
校
が
五
校
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
金
田
小
学
校

は
ア
サ
リ
漁
業
が
盛
ん
な
金
田
漁
協
と
牛
込
漁
協
を
学
区
と
し
て
擁
し
て
い
る
。
金
田
小
学
校
は
市

内
で
唯
一
、
総
合
的
学
習
に
よ
り
干
潟
の
環
境
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
一
～
二
年
生
（
生
活
科
）
は

干
潟
で
遊
ぶ
こ
と
を
通
し
て
干
潟
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
感
し
、
三
～
四
年
生
は
干
潟
博
士
を
目
指
し

干
潟
の
こ
と
を
詳
し
く
調
べ
、
五
～
六
年
生
は
干
潟
で
生
活
す
る
人
々
や
環
境
に
つ
い
て
学
習
し
て

い
る
。

　

金
田
小
学
校
が
干
潟
を
総
合
的
学
習
に
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
三
世
代
家
族
の
生
徒
が
多
く
、
祖

父
母
は
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
が
父
母
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め
、
潮
干
狩
り
に
行
っ
た
こ
と
が
な

い
な
ど
干
潟
を
知
ら
な
い
子
供
が
多
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
金
田
漁
協
の
好
意
に
よ
り
、

毎
年
全
校
生
徒
が
潮
干
狩
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

港
陽
小
学
校
は
一
九
九
六
年
に
開
校
し
、
お
台
場
海
浜
公
園
の
近
く
に
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
以
降

干
潟
の
環
境
教
育
を
行
っ
て
い
る
（
注
一
二
）。
一
～
二
年
生
は
干
潟
の
体
験
学
習
、
三
年
生
は
お

台
場
干
潟
の
小
さ
な
命
、
四
年
生
は
海
を
作
ろ
う
（
ア
マ
モ
を
育
て
よ
う
。）、
五
年
生
は
海
の
力
、

て
い
る
。
蒲
郡
市
が
環
境
教
育
を
行
う
き
っ
か
け
は
、
景
勝
地
「
竹
島
」
に
打
ち
寄
せ
る
ア
オ
サ
を

堆
肥
に
し
て
循
環
型
社
会
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
地
元
の
子
供
た
ち
が
海
に
親
し
ん
で
い
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

広
島
湾
で
は
、
廿
日
市
市
環
境
創
造
局
が
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
「
水
辺
教
室
」
を
実
施
し
、
干
潟

の
観
察
会
、
潮
干
狩
り
、
河
川
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
廿
日
市
市
大
野
東
小
学
校

は
、
干
潟
を
対
象
に
「
い
き
い
き
教
室
」
を
テ
ー
マ
に
総
合
的
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
東
京
湾
で
は
、
湾
岸
部
分
に
企
業
用
地
や
埠
頭
、
住
宅
地
域
な
ど
が
多
く
、
一
般
市
民
が

海
と
触
れ
あ
え
る
浜
辺
が
少
な
い
が
、
海
の
環
境
教
育
に
関
心
の
高
い
市
民
団
体
が
多
い
。

　

タ
イ
プ
Ａ
の
環
境
教
育
は
、東
京
都
大
田
区
（
実
施
機
関
は
大
田
区
立
郷
土
博
物
館
、以
下
同
じ
）、

千
葉
県
浦
安
市
（
浦
安
市
郷
土
博
物
館
）、
神
奈
川
県
川
崎
市
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
川
崎
の
海
の
歴
史

保
存
会
」）
な
ど
の
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
川
崎
の
海
の
歴
史
保
存
会
」
は
、
市
内
の
小
学
校
（
一
三
校
）
や
市
民
団
体
を
対
象
に
ノ
リ
ス

キ
体
験
を
行
っ
て
い
る
。
実
施
場
所
は
、「
か
わ
さ
き
の
浜
」近
く
に
あ
る
川
崎
市
港
湾
振
興
会
館「
川

崎
マ
リ
エ
ン
」
内
の
海
苔
資
料
館
に
隣
接
す
る
「
海
苔
つ
く
り
体
験
場
」
で
あ
る
。

　

タ
イ
プ
Ｂ
の
環
境
教
育
は
、
横
浜
市
金
沢
区
の
金
沢
小
学
校
と
文
庫
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

金
沢
小
学
校
は
金
沢
漁
港
、
文
庫
小
学
校
は
柴
漁
港
を
学
区
内
に
有
し
て
い
る
の
で
、
両
校
と
も

海
の
環
境
教
育
に
対
す
る
関
心
が
高
い
。
金
沢
小
学
校
三
年
生
と
文
庫
小
学
校
四
年
生
は
、
平
日
に

学
区
内
に
あ
る
「
海
の
公
園
」
の
施
設
を
使
用
し
て
い
る
。「
海
の
公
園
」
の
管
理
業
務
を
行
っ
て
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浦
安
・
船
橋
の
ア
サ
リ
漁
業
は
戦
前

か
ら
、
木
更
津
・
富
津
で
は
戦
後
発

展

木
更
津
市
で
は
、
木
更
津
漁
協
が
一
、
二
二
〇
ト
ン
、
金
田
漁
協
が
二
〇
三
ト
ン
、
富
津
市
で
は
富

津
漁
協
が
七
七
ト
ン
と
少
な
か
っ
た
（
そ
の
他
に
、
市
川
市
八
幡
漁
協
が
三
、
一
〇
一
ト
ン
、
千
葉

市
の
検け

み見
川が
わ

漁
協
が
一
、
二
五
七
ト
ン
、
稲
毛
漁
協
が
一
、
二
三
四
ト
ン
な
ど
。）。

　

し
か
し
、
浦
安
市
で
は
、
一
九
五
八
年
に
発
生
し
た
本
州
製
紙
江
戸
川
工
場
汚
水
事
件
や
一
九
七

一
年
の
漁
業
権
全
面
放
棄
に
よ
っ
て
、
一
九
七
八
年
以
降
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
数
一
〇
〇
ト
ン
に
減
少

し
た
。
現
在
の
ア
サ
リ
漁
場
は
、
船
橋
市
と
市
川
市
（
三
番
瀬
）、
木
更
津
市
（
盤
洲
干
潟
）、
富
津

市
（
富
津
干
潟
）
の
三
か
所
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

図
５
に
、
千
葉
県
に
お
い
て
漁
獲
が
多
い
船
橋
漁
協
と
金
田
漁
協
に
お
け
る
ア
サ
リ
漁
獲
量
の
推

移
を
示
し
た
。
船
橋
漁
協
は
東
京
湾
奥
に
位
置
し
、ア
サ
リ
の
生
産
性
が
非
常
に
高
い
海
域
で
あ
り
、

一
九
七
〇
年
代
前
半
ま
で
一
～
二
万
ト
ン
を
漁
獲
し
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年
漁
業
権
を
全
面
放
棄

し
た
後
一
万
ト
ン
を
下
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
五
年
に
未
曾
有
の
青
潮
被
害
を
受
け

た
た
め
、
船
橋
漁
協
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
同
年
の
六
、
七
二
八
ト
ン
か
ら
一
九
八
六
年
に
は
八
九
三

ト
ン
に
減
少
し
た
。
こ
の
時
、
船
橋
漁
協
の
ア
サ
リ
漁
業
者
は
、
一
人
あ
た
り
五
万
円
を
出
し
合
っ

て
県
外
産
種
苗
を
購
入
し
て
放
流
を
行
い
ア
サ
リ
資
源
の
復
活
に
努
め
た
こ
と
も
あ
り
、
多
少
回
復

し
た
も
の
の
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
三
千
ト
ン
以
下
に
減
少
し
、
二
〇
〇
六
年
以
降
数
一
〇
〇

ト
ン
で
低
迷
し
て
い
る
。（
注
一
三
）
な
お
、
一
九
八
五
年
に
は
、
例
年
の
養
貝
場
で
の
種
苗
放
流

の
他
に
、
新
た
に
船
橋
地
域
で
の
種
苗
放
流
が
加
わ
っ
た
た
め
、
同
年
の
千
葉
県
の
ア
サ
リ
種
苗
放

流
量
は
、
前
年
の
一
三
七
億
個
か
ら
二
六
九
億
個
に
倍
増
し
ピ
ー
ク
に
達
し
た
（
図
４
）。

人
の
力
（
ノ
リ
を
育
て
よ
う
。）、
六
年
生
は
海
の
息
吹
を
聞
こ
う
（
お
台
場
の
海
の
水
質
、
水
中
の

酸
素
を
調
べ
る
。）
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

港
陽
小
学
校
の
干
潟
教
育
の
実
践
は
、
そ
の
後
全
国
的
に
高
い
評
価
を
得
る
ま
で
に
な
っ
た
。
お

台
場
で
の
環
境
教
育
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
お
台
場
環
境
教
育
推
進
協
議
会
」
会
員
の
国

土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
、
東
京
都
港
湾
局
海
上
公
園
課
等
の
他
に
、
東
京
都
漁
連
や
東
京
都
島

し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
も
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
る
。ノ
リ
つ
く
り
と
ノ
リ
ス
キ
の
体
験
は
、

港
陽
小
学
校
（
五
年
生
）
の
学
校
行
事
で
あ
る
と
と
も
に
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
お
台
場
地
域
住
民
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
港
区
役
所
が
支
援
し
、
継
続
性
の
高
い
も
の
に
な
っ
た
。

　

東
京
湾
で
は
、
埋
め
立
て
前
に
繁
栄
し
た
ノ
リ
養
殖
を
経
験
し
た
人
た
ち
が
子
供
た
ち
に
ノ
リ
ス

キ
体
験
等
を
教
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
河
湾
や
広
島
湾
に
比
べ
て
海
の
環
境
教
育
を
支
援
す
る
市

民
団
体
や
地
方
自
治
体
関
連
組
織
等
の
協
力
が
得
や
す
い
。

　
　
　

四
．
東
京
湾
に
お
け
る
ア
サ
リ
漁
獲
量
の
動
向

（
一
）
千
葉
県

　

千
葉
県
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
、
一
九
五
八
年
当
時
四
三
、
六
六
二
ト
ン
で
あ
り
、
主
要
漁
協
別
に

み
る
と
、
浦
安
市
の
二
漁
協
（
浦
安
第
一
と
浦
安
）
が
一
〇
、
九
七
七
ト
ン
で
最
も
多
く
、
次
い
で

船
橋
漁
協
が
九
、
五
八
〇
ト
ン
で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
漁
協
が
県
全
体
の
半
分
を
占
め
た
。
こ
の
当
時
、

港
陽
小
学
校
の
環
境
教
育
は
、
学
校

行
事
か
ら
地
域
住
民
イ
ベ
ン
ト
に
格

上
げ
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千
葉
県
の
ア
サ
リ
漁
業
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
木
更
津
地
域
で
ア
サ
リ
養
貝
場
が
始
ま
る
と
、

木
更
津
地
域
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
次
第
に
船
橋
地
域
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
金
田
漁
協
の
ア
サ

リ
漁
獲
量
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
後
半
ま
で
五
千
ト
ン
以
上
の
年
が
多
か
っ

た
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
一
千
ト
ン
に
減
少
し
、
そ
の
後
ウ
ミ
グ
モ
の
寄
生
被
害
に
よ
り
激

減
し
た
。 

（
二
）
東
京
都

　

東
京
都
で
は
、
戦
前
の
一
九
三
〇
年
代
に
は
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
四
万
ト
ン
で
推
移
し
、
全
国
一
位

の
年
が
多
か
っ
た
。
東
京
都
は
三
都
県
の
中
で
最
も
海
岸
線
が
短
い
が
、
こ
の
当
時
、
沖
合
に
広
大

な
ノ
リ
漁
場
を
有
し
、
ノ
リ
漁
期
が
終
了
し
て
ノ
リ
漁
具
が
取
り
除
か
れ
た
場
所
が
優
良
な
ア
サ
リ

漁
場
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
千
葉
県
の
ア
サ
リ
漁
業
が
本
格
化
し
、
一
九
四
二
年
以
降
千
葉
県
の
ア

サ
リ
漁
獲
量
が
東
京
都
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

図
６
に
よ
り
、
東
京
都
合
計
と
大
田
地
区
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
の
推
移
を
示
し
た
。
東
京
都
は
、
一

九
六
二
年
に
漁
業
権
を
全
面
放
棄
し
た
た
め
、
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
一
九
六
二
年
の
一
九
、
五
六
三
ト

ン
か
ら
一
九
六
三
年
に
は
二
、
一
三
六
ト
ン
に
激
減
し
、
二
〇
〇
八
年
に
は
九
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
。

現
在
の
主
要
な
ア
サ
リ
漁
場
は
、
羽
田
と
三
枚
洲
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
腰
マ
ン
ガ
漁
法
に
よ
り
漁
獲

さ
れ
る
。

　

羽
田
で
は
、
一
九
八
四
年
に
羽
田
空
港
の
三
本
目
の
滑
走
路
を
造
成
す
る
た
め
に
沖
合
が
埋
め
立

図５　千葉県における主要漁業地区のアサリ漁獲量の推移

東
京
都
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
、

一
九
三
〇
年
代
に
は
全
国
一

ア
サ
リ
養
貝
場
は
、
一
九
七
〇
年
代

に
木
更
津
地
域
で
始
ま
る
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大
師
河
原
は
、
東
京
湾
有
数
の
ア
サ

リ
漁
場
だ
っ
た

て
ら
れ
（
東
京
国
際
空
港
沖
合
展
開
事
業
）、
優
良
な
ア
サ
リ
漁
場
を
喪
失
し
、
こ
れ
を
補
填
す
る

た
め
、
拡
張
後
の
羽
田
空
港
の
沖
に
羽
田
沖
浅
場
が
造
成
さ
れ
た
。
大
田
地
区
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は

一
九
九
〇
年
が
五
七
三
ト
ン
、
二
〇
〇
〇
年
が
二
一
七
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
は
数
一

〇
ト
ン
に
減
少
し
た
（
図
６
）。

（
三
）
神
奈
川
県

　

神
奈
川
県
は
三
都
県
の
中
で
ア
サ
リ
漁
場
が
最
も
狭
く
、
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
少
な
い
。
し
か
し
、

埋
め
立
て
以
前
に
は
、
北
か
ら
川
崎
市
の
大
師
河
原
、
横
浜
市
の
生
麦
、
本
牧
、
根
岸
湾
、
屏
風
浦

な
ど
で
ア
サ
リ
漁
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　

大
師
河
原
は
、
多
摩
川
が
運
ん
だ
土
砂
に
よ
っ
て
干
潟
が
沖
へ
一
・
五
～
二
㎞
も
広
が
り
東
京
湾

で
も
有
数
の
ア
サ
リ
漁
場
を
形
成
し
、
戦
後
も
、
生
麦
や
東
京
都
羽
田
の
漁
業
者
が
入
漁
し
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
四
七
年
か
ら
湾
岸
開
発
が
始
ま
り
、
一
九
五
六
年
に
漁
業
権
の
一
部
放
棄
が
行
わ
れ

る
と
漁
獲
量
が
減
少
し
た
。

　

横
浜
市
の
ア
サ
リ
漁
業
は
、
一
九
六
四
年
本
牧
地
先
の
漁
業
権
の
一
部
放
棄
に
よ
り
衰
退
し
、
一

九
七
一
年
金
沢
地
先
と
大
黒
埠
頭
地
先
の
漁
業
権
全
面
放
棄
に
よ
り
消
滅
し
た
。
こ
の
結
果
、
神
奈

川
県
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
一
九
六
四
年
の
二
、
九
八
九
ト
ン
か
ら
翌
年
に
は
七
二
八
ト
ン
、
ま
た
、

一
九
七
一
年
の
三
六
一
ト
ン
か
ら
翌
年
に
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
（
図
６
）。

　

一
九
五
八
年
当
時
、
神
奈
川
県
に
は
ア
サ
リ
な
ど
二
枚
貝
を
対
象
と
す
る
第
三
種
区
画
漁
業
権
が

図６　東京都と神奈川県における主要漁業地区のアサリ漁獲量の推移

羽
田
空
港
沖
合
の
埋
め
立
て
に
よ

り
、
優
良
な
ア
サ
リ
漁
場
を
喪
失



−　−−　−37 36

神
奈
川
県
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
、
川

崎
市
と
横
浜
市
の
埋
め
立
て
に
よ
り

一
旦
ゼ
ロ
。
そ
の
後
横
須
賀
市
で
ア

サ
リ
を
漁
獲

九
つ
の
漁
協
に
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
す
べ
て
消
滅
し
た
（
注
一
四
）。

　

現
在
、
県
内
で
は
横
須
賀
市
東
部
漁
協
だ
け
が
ア
サ
リ
漁
業
を
行
っ
て
い
る
。
同
漁
協
は
、
従
来
、

ア
サ
リ
を
ほ
と
ん
ど
漁
獲
し
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
五
年
に
猿
島
周
辺
で
ア
サ
リ
が
大
量
発
生
し
て

一
九
一
ト
ン
を
漁
獲
し
た
。
こ
の
当
時
、
ト
リ
ガ
イ
対
象
の
ポ
ン
プ
式
漁
法
を
行
う
小
底
漁
船
が
多

く
、
多
数
の
小
底
漁
船
が
漁
獲
効
率
の
高
い
ポ
ン
プ
式
漁
法
に
よ
り
漁
獲
し
た
た
め
、
一
年
間
で
ア

サ
リ
を
採
り
尽
く
し
、
翌
年
の
漁
獲
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

　

二
〇
年
後
の
二
〇
〇
五
年
に
再
び
猿
島
周
辺
で
ア
サ
リ
が
大
量
発
生
し
た
時
に
は
、
二
〇
年
前
の

教
訓
が
生
か
さ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
以
降
ポ
ン
プ
式
漁
法
の
操
業
（
二
〇
〇
六
年
ま
で
二
隻
）
を
自

粛
し
、
漁
獲
効
率
の
低
い
長
柄
マ
ン
ガ
漁
法
（
五
～
六
ｍ
の
竿
を
用
い
船
外
機
船
の
船
上
か
ら
ア
サ

リ
を
採
捕
。）
と
素
潜
り
に
よ
り
漁
獲
し
て
い
る
。
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
二
〇
〇
五
年
が
八
三
ト
ン
で

あ
り
、
そ
の
後
も
毎
年
操
業
が
行
わ
れ
二
〇
〇
九
年
に
は
一
二
ト
ン
で
あ
っ
た
。

　

図
７
に
、
現
在
の
東
京
湾
に
お
け
る
主
要
な
ア
サ
リ
漁
場
を
示
し
た
。

　
　
　

五
．
東
京
湾
に
お
け
る
ア
サ
リ
種
苗
の
増
産
方
策

（
一
）
種
苗
増
産
手
法
の
東
京
湾
へ
の
導
入

　

三
大
内
湾
域
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
、
漁
業
権
放
棄
等
に
よ
る
ア
サ
リ
漁
場
の
縮
小
後
か
ら
二
〇
〇

〇
年
頃
ま
で
の
間
、
あ
ま
り
顕
著
な
変
化
が
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
数
年
間
で
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

図７　現在の東京湾における主要なアサリ漁場
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三
河
湾
と
広
島
湾
の
成
功
事
例
を
単

純
に
東
京
湾
に
導
入
す
る
こ
と
は
困

難 三
河
湾
と
広
島
湾
の
ア
サ
リ
種
苗
増

産
手
法
を
東
京
湾
に
導
入
で
き
な
い

か

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
ま
り
な
い
。
副
次
的
効
果
と
し
て
種
苗
が
確
保
で
き
る
の
で
、
被
覆
網
の
使

用
は
漁
業
者
に
大
旨
好
評
で
あ
る
。

　

一
方
、
千
葉
県
で
は
食
害
魚
類
に
よ
る
被
害
が
少
な
く
、
被
覆
網
は
天
然
種
苗
の
確
保
や
冬
季
の

斃
死
対
策
、
砂
の
移
動
抑
制
等
を
目
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
冬
季
は
季
節
風
の
影
響
を

受
け
て
波
浪
が
強
い
上
に
ゴ
ミ
・
流
木
な
ど
に
よ
っ
て
網
が
破
損
し
た
り
、
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
や
フ

ジ
ツ
ボ
が
大
量
に
付
着
す
る
た
め
、
被
覆
網
の
張
り
替
え
や
修
理
の
作
業
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
被
覆

網
は
千
葉
県
に
お
い
て
も
一
定
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
が
、漁
業
者
の
評
価
は
今
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
三
河
湾
と
広
島
湾
の
成
功
事
例
を
単
純
に
東
京
湾
へ
適
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う

で
あ
る
。（
な
お
、
千
葉
県
で
は
、
従
来
よ
り
も
科
学
的
な
手
法
を
用
い
て
、
二
〇
一
〇
年
に
改
め

て
被
覆
網
の
敷
設
実
験
を
行
っ
て
い
る
。）

（
二
）
無
料
潮
干
狩
り
場
と
し
て
の
人
工
干
潟
利
用

　

東
京
湾
で
は
、
湾
岸
周
辺
の
産
業
立
地
に
よ
り
、
一
般
市
民
が
海
に
親
し
む
場
所
が
少
な
く
な
っ

た
。
そ
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
人
工
干
潟
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。

　

表
３
に
、
東
京
湾
に
お
け
る
人
工
干
潟
の
造
成
と
潮
干
狩
り
場
と
し
て
の
利
用
状
況
を
示
し
た
。

人
工
干
潟
は
必
ず
し
も
潮
干
狩
り
を
目
的
と
し
な
い
の
で
、
ア
サ
リ
が
い
な
い
人
工
干
潟
も
み
ら
れ

る
。
種
苗
を
放
流
し
な
い
潮
干
狩
り
場
は
東
京
都
で
は
三
か
所
程
度
（
葛
西
海
浜
公
園
、
お
台
場
海

浜
公
園
、
城
南
島
海
浜
公
園
）、
神
奈
川
県
に
二
か
所
程
度
（
海
の
公
園
、
か
わ
さ
き
の
浜
）
あ
り
、

　

広
島
湾
で
は
、
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
長
期
に
わ
た
り
減
少
し
て
い
た
が
、
被
覆
網
の
副
次
的
効
果
に

よ
り
地
元
産
種
苗
が
大
量
に
確
保
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
以
降
増
加
し
た
。
三
河
湾
で
は
、
六
条
干
潟

産
種
苗
を
大
量
放
流
し
た
一
色
干
潟
で
ア
サ
リ
が
多
獲
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
以
降
ア
サ
リ
漁
獲
量
が

大
幅
に
増
加
し
た
。

　

し
か
し
、
東
京
湾
で
は
、
種
苗
放
流
量
の
減
少
に
加
え
て
、
二
〇
〇
五
年
以
降
冬
季
の
斃
死
や
ウ

ミ
グ
モ
の
寄
生
被
害
に
よ
り
漁
獲
量
が
激
減
し
た
。

　

で
は
、
三
河
湾
と
広
島
湾
で
ア
サ
リ
種
苗
を
増
産
さ
せ
た
手
法
（
種
場
の
管
理
強
化
と
被
覆
網
の

敷
設
）
が
東
京
湾
に
導
入
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

三
河
湾
の
六
条
干
潟
は
、
漁
業
権
が
消
滅
し
漁
業
者
間
の
利
害
関
係
が
な
い
の
で
、
愛
知
県
漁
業

調
整
規
則
に
基
づ
き
ア
サ
リ
種
苗
の
採
捕
を
規
制
し
、
種
場
機
能
が
大
幅
に
向
上
し
た
。

　

一
方
、
東
京
湾
で
種
場
機
能
を
有
し
て
い
る
船
橋
と
盤
洲
鼻
に
は
第
一
種
共
同
漁
業
権
（
短
期
免

許
を
含
む
。）
が
設
定
さ
れ
、
ア
サ
リ
漁
業
以
外
に
も
ノ
リ
養
殖
業
そ
の
他
多
く
の
漁
業
が
行
わ
れ

漁
業
者
間
の
利
害
関
係
が
あ
る
の
で
、
千
葉
県
海
面
漁
業
調
整
規
則
に
基
づ
き
ア
サ
リ
採
捕
禁
止
区

域
を
設
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
船
橋
は
、
青
潮
被
害
や
大
雨
に
伴
う
江
戸
川
放
水

路
か
ら
の
一
時
的
大
量
放
水
な
ど
に
よ
り
、
種
場
機
能
が
大
幅
に
低
下
し
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
、

種
場
機
能
を
回
復
さ
せ
る
手
だ
て
が
み
つ
か
ら
な
い
。
盤
洲
鼻
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
、
種
場
機
能
を
高
め
る
努
力
が
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。

　

広
島
湾
で
は
、
食
害
魚
類
対
策
を
目
的
に
被
覆
網
を
三
～
一
二
月
に
敷
設
し
、
こ
の
期
間
に
破
網
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国
土
交
通
省
と
水
産
庁
の
研
究
機
関

が
東
京
湾
の
ア
サ
リ
幼
生
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
共
同
研
究
を
実
施

神
奈
川
県
の
人
工
干
潟
の
方
が
東
京
都
よ
り
も
無
料
潮
干
狩
り
場
の
利
用
者
数
が
多
い
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
、
潮
干
狩
り
者
数
が
最
も
多
い
の
は
「
海
の
公
園
」
で
あ
る
。
横
浜
市
の
埋
め
立

て
に
対
し
、
漁
業
者
の
反
対
は
あ
っ
て
も
一
般
市
民
の
反
対
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
金
沢
地
先

の
埋
め
立
て
は
、
優
良
な
潮
干
狩
り
場
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
一
般
市
民
の
反
対
運
動

が
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
が
一
つ
の
要
因
に
な
っ
て
、
埋
め
立
て
後
、
潮
干
狩
り
を
目
的
と
し
た
人
工

干
潟
（
海
の
公
園
）
が
造
成
さ
れ
た
よ
う
だ
（
注
一
五
）。

　
「
海
の
公
園
」
で
ア
サ
リ
の
採
捕
量
が
多
い
の
は
、
千
葉
県
や
東
京
都
を
産
卵
場
と
す
る
浮
遊
幼

生
が
「
海
の
公
園
」
に
大
量
に
来
遊
し
て
着
底
す
る
た
め
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
の
「
海
の
公
園
」

で
は
、
四
～
五
月
の
二
か
月
間
に
約
一
二
〇
ト
ン
の
ア
サ
リ
が
採
捕
さ
れ
た
（
注
一
六
）。

　

二
〇
〇
二
年
に
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
と
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
・
瀬
戸
内

海
区
水
産
研
究
所
は
、
東
京
湾
に
は
、
地
理
的
に
離
れ
て
分
布
す
る
ア
サ
リ
生
息
場
間
で
、
そ
こ
か

ら
発
生
す
る
ア
サ
リ
浮
遊
幼
生
を
供
給
し
合
う
ア
サ
リ
幼
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
（
注
一
七
）。
図
８
に
、
東
京
湾
に
お
け
る
ア
サ
リ
浮
遊
幼
生
の
発
生
・
移
動
を

示
し
た
（
注
一
八
）。
君
津
～
富
津
、
盤
洲
、
千
葉
港
、
三
枚
洲
～
東
京
港
、
羽
田
～
横
浜
に
あ
る

干
潟
の
ア
サ
リ
幼
生
が
「
海
の
公
園
」
に
大
量
に
移
動
し
て
い
る
。
幼
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
が

強
い
と
、
地
理
的
に
離
れ
た
干
潟
で
の
ア
サ
リ
生
産
量
が
安
定
化
し
、
ア
サ
リ
幼
生
は
二
～
三
週
間

浮
遊
し
た
後
海
底
に
着
底
す
る
。

　

太
平
洋
よ
り
東
京
湾
に
入
っ
て
く
る
黒
潮
分
流
は
、
東
京
湾
口
か
ら
千
葉
県
側
に
沿
っ
て
北
上
し

表３　東京湾における人工干潟の造成と潮干狩り場としての利用状況

東
京
湾
各
地
の
浮
遊
幼
生
が
「
海
の

公
園
」
へ
大
量
に
移
動
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図８　東京湾におけるアサリ浮遊幼生の発生・移動（浜口昌己室長作成）

写真１　「かわさきの浜」の風景（「川崎の海の歴史保存会」の荒金民雄さん撮影）

写真２　「かわさきの浜」の潮干狩り（「川崎の海の歴史保存会」の荒金民雄さん撮影）
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リ
種
苗
を
増
産
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
下
に
、
ア
サ
リ
浮
遊
幼
生
の
発
生
・
移
動
や
漁
場
特

性
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、
東
京
湾
全
体
で
種
苗
の
生
産

量
を
増
や
す
た
め
、
三
都
県
の
役
割
に
つ
い
て
論
ず
る

（
表
４
）。

①
千
葉
県
の
役
割

　

東
京
湾
に
お
い
て
現
在
あ
る
二
つ
の
主
要
な
種
場
（
船

橋
と
盤
洲
鼻
）
の
う
ち
、
種
場
機
能
の
向
上
が
期
待
で
き

る
の
は
、
青
潮
や
大
雨
出
水
の
影
響
が
少
な
い
盤
洲
鼻
で

あ
る
。
盤
洲
鼻
は
、
金
田
漁
協
の
第
一
種
共
同
漁
業
権
漁

場
の
う
ち
、
中
島
か
ら
畔く

ろ
と戸
に
広
が
る
干
潟
で
あ
り
、
中

で
も
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
千
葉
県
側
の
基
点
と

な
っ
て
い
る
中
島
地
先
は
種
苗
発
生
量
が
多
い
。

　

木
更
津
市
関
係
漁
協
の
中
で
、
金
田
漁
協
は
養
貝
場
を

設
定
す
る
時
期
が
最
も
遅
か
っ
た
。
金
田
漁
協
以
外
の
木

更
津
市
関
係
漁
協
は
、
ノ
リ
養
殖
の
不
振
や
ハ
マ
グ
リ
漁

獲
量
の
減
少
に
よ
り
ア
サ
リ
漁
業
へ
の
依
存
度
が
高
く

な
が
ら
、
千
葉
県
の
湾
奥
部
か
ら
東
京
都
内
湾
沖
を
斜
め
に
か
す
め
な
が
ら
、
神
奈
川
県
寄
り
を
反

時
計
回
り
に
南
下
す
る
。
ア
サ
リ
浮
遊
幼
生
は
ゆ
っ
く
り
し
た
速
度
で
南
下
す
る
の
で
、
神
奈
川
県

地
先
に
着
底
し
や
す
い
。

　

大
師
河
原
の
沖
に
造
成
さ
れ
た
「
か
わ
さ
き
の
浜
」
は
、
二
〇
一
〇
年
四
月
二
九
日
に
潮
干
狩
り

場
と
し
て
初
め
て
開
放
さ
れ
た
。大
師
河
原
で
は
一
九
六
〇
年
頃
ま
で
潮
干
狩
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、

約
五
〇
年
ぶ
り
の
潮
干
狩
り
の
復
活
と
あ
っ
て
、
人
工
干
潟
の
幅
が
わ
ず
か
五
〇
ｍ
し
か
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
解
禁
日
初
日
に
潮
干
狩
り
客
が
三
、
五
〇
〇
人
訪
れ
た
（
写
真
１
・
２
）。

　

川
崎
市
の
湾
岸
は
、
東
京
湾
の
中
で
は
最
も
早
い
一
九
一
三
年
か
ら
工
業
立
地
の
た
め
大
規
模
な

埋
め
立
て
が
行
わ
れ
た
。
当
初
は
、
浅
野
総
一
郎
（
浅
野
財
閥
の
創
設
者
）
に
よ
る
民
間
埋
め
立
て

が
行
わ
れ
、
一
九
二
八
年
以
降
公
営
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
た
。
川
崎
市
は
早
い
時
期
に
砂
浜
や
磯
を

喪
失
し
、
埋
め
立
て
地
が
企
業
の
所
有
地
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
湾
岸
部
へ
の
接
近
を
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
川
崎
市
民
が
、
二
〇
一
〇
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た
「
か

わ
さ
き
の
浜
」
に
殺
到
し
た
感
が
あ
る
。

（
三
）
ア
サ
リ
種
苗
増
産
に
向
け
た
三
都
県
の
役
割

　

東
京
湾
の
ア
サ
リ
漁
業
を
再
生
す
る
た
め
に
は
、
養
貝
場
に
お
け
る
ア
サ
リ
生
産
を
回
復
さ
せ
る

こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。
ま
た
、
外
敵
生
物
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
県
外
産
種
苗
の
利
用
を
抑
制
す

る
に
は
、
養
貝
場
に
放
流
す
る
種
苗
を
東
京
湾
全
体
で
自
給
す
る
べ
く
、
三
都
県
が
連
携
し
て
ア
サ

表４　東京湾におけるアサリ種苗増産に向けた３都県の役割
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東
京
都
の
役
割
は
、
海
底
環
境
の
改

善
に
よ
る
母
貝
の
増
産

千
葉
県
の
役
割
は
、
中
島
地
先
（
盤

洲
鼻
）
に
養
貝
場
を
設
け
種
苗
の
増

産

枚
洲
は
、
荒
川
西
岸
の
河
口
域
の
埋
め
立
て
に
よ
り
河
川
が
長
く
な
っ
た
こ
と
と
、
下
水
処
理
量
の

拡
大
に
よ
る
河
川
流
量
の
増
加
に
よ
り
、
河
川
水
の
流
れ
込
み
が
強
く
な
り
、
海
底
の
砂
が
流
失
し

海
底
面
が
硬
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
、
羽
田
で
は
、
二
〇
〇
一
年
に
羽
田
沖
浅
場
が
完
成
し
た
が
、
羽
田
沖
浅

場
も
流
れ
が
強
い
た
め
海
底
の
砂
が
流
失
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
羽
田
空
港
Ｄ
滑
走
路
建
設
の
補

填
事
業
と
し
て
、
現
在
、
羽
田
沖
浅
場
に
連
続
し
て
、
沖
側
に
新
た
な
人
工
干
潟
を
造
成
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
羽
田
の
人
工
干
潟
面
積
が
拡
大
さ
れ
、
ま
た
、
Ｄ
滑
走
路
建
設
に
よ
り
流
れ
が
弱

く
な
る
と
、
ア
サ
リ
が
生
育
し
や
す
い
海
底
環
境
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
三
枚
洲
で

も
、
Ｄ
滑
走
路
建
設
の
補
填
事
業
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
と
二
〇
〇
九
年
に
一
ha
ず
つ
、
二
〇
一
〇

年
に
は
一
〇
ha
の
覆
砂
が
行
わ
れ
、
ア
サ
リ
が
生
育
し
や
す
い
海
底
環
境
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　

羽
田
空
港
に
三
本
目
の
滑
走
路
を
造
成
す
る
た
め
に
沖
合
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
九
八
四
年
に
、

東
京
都
内
湾
海
域
で
魚
介
藻
類
資
源
を
維
持
増
殖
し
、
豊
か
な
海
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
魚

を
媒
介
に
人
が
海
と
触
れ
あ
え
る
場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
に
、
㈶
東
京
都
内
湾
漁
業
環
境
整
備
協

会
が
設
立
さ
れ
た
。
同
協
会
は
、
一
九
八
四
年
以
降
毎
年
羽
田
と
三
枚
洲
で
ア
サ
リ
の
成
貝
を
一
七

～
四
七
ト
ン
放
流
し
て
い
る
。
ア
サ
リ
の
生
育
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と
、
放
流
さ
れ
た
成
貝
や
地
元

産
種
苗
が
成
長
し
て
母
貝
の
資
源
量
が
増
え
、
東
京
湾
全
体
の
産
卵
量
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
東
京
都
が
東
京
湾
全
体
で
種
苗
の
生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
必
要
な
役
割
は
、
覆
砂

な
り
、
一
九
七
〇
年
代
当
初
に
ア
サ
リ
養
貝
場
を
設
定
し
た
。

　

一
方
、
金
田
漁
協
は
盤
洲
鼻
と
い
う
優
良
な
種
場
を
有
し
、
養
貝
場
を
設
定
し
な
く
て
も
木
更
津

市
の
中
で
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
最
も
多
か
っ
た
。
金
田
漁
協
は
一
九
七
〇
年
前
後
に
は
五
～
九
千
ト
ン

と
大
量
の
ア
サ
リ
を
漁
獲
し
て
お
り
、
こ
の
当
時
、
ア
サ
リ
養
貝
場
を
設
定
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
弱
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
～
一
九
八
一
年
に
な
る
と
ア
サ
リ
漁
獲
量
が
一
～
二
千
ト
ン
に

激
減
し
た
た
め
、
金
田
漁
協
は
一
九
八
二
年
に
ア
サ
リ
養
貝
場
の
設
定
に
踏
み
切
っ
た
。

　

金
田
漁
協
幹
部
は
、
当
初
、
養
貝
場
を
盤
洲
鼻
の
中
で
種
苗
の
発
生
量
が
最
も
多
い
中
島
地
先
に

設
定
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
中
島
地
先
は
ア
サ
リ
の
漁
獲
量
が
多
く
、
養
貝
場
が
設

定
さ
れ
る
と
自
由
に
ア
サ
リ
を
漁
獲
で
き
な
く
な
る
た
め
、
地
元
漁
業
者
は
養
貝
場
の
設
定
に
強
く

反
対
し
た
。
そ
し
て
、
漁
協
総
会
に
お
い
て
養
貝
場
は
中
島
地
先
よ
り
も
種
場
機
能
が
低
い
見
立
地

先
（
中
島
地
先
の
西
に
位
置
）
に
設
定
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
注
一
九
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、

千
葉
県
が
東
京
湾
全
体
で
種
苗
の
生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
必
要
な
役
割
は
、
潜
在
的
な
種
苗
生
産

量
が
大
き
い
中
島
地
先
を
対
象
に
、
海
底
環
境
の
改
善
や
採
捕
規
制
を
行
い
や
す
く
す
る
た
め
養
貝

場
を
設
定
し
、
種
苗
生
産
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

②
東
京
都
の
役
割

　

東
京
都
で
は
、
漁
業
権
を
全
面
放
棄
後
、
主
要
な
ア
サ
リ
漁
場
は
、
羽
田
と
三
枚
洲
の
二
か
所
に

な
っ
た
。
羽
田
は
、
一
九
八
四
年
の
沖
合
埋
め
立
て
に
よ
り
優
良
な
ア
サ
リ
漁
場
を
喪
失
し
た
。
三
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や
人
工
干
潟
の
造
成
に
よ
り
海
底
環
境
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

③
神
奈
川
県
の
役
割

　

図
８
で
み
た
よ
う
に
、
神
奈
川
県
の
人
工
干
潟
に
着
底
す
る
ア
サ
リ
浮
遊
幼
生
は
、
千
葉
県
や
東

京
都
で
産
卵
し
た
も
の
が
主
体
で
あ
り
、
産
卵
量
は
千
葉
県
の
方
が
東
京
都
よ
り
多
い
。
即
ち
、
神

奈
川
県
の
ア
サ
リ
は
、
千
葉
県
を
起
源
と
し
た
も
の
が
多
く
、
千
葉
県
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
し

か
し
、
千
葉
県
の
ア
サ
リ
漁
業
の
衰
退
を
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
ア
サ
リ
幼
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
機
能
が
弱
体
化
し
て
神
奈
川
県
に
来
遊
す
る
浮
遊
幼
生
が
減
少
す
る
恐
れ
が
あ
る
。こ
の
た
め
、

神
奈
川
県
側
で
は
、
神
奈
川
県
産
の
種
苗
を
千
葉
県
の
養
貝
場
な
ど
に
放
流
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
、人
工
干
潟
を
造
成
し
浮
遊
幼
生
の
着
底
場
を
拡
大
し
て
新
た
な
種
場
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

　

国
土
交
通
省
は
二
〇
〇
三
年
に
港
湾
法
を
一
部
改
正
し
、
臨
海
部
低
未
利
用
地
の
円
滑
か
つ
着
実

な
利
用
転
換
を
進
め
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
神
奈
川
駅
に
近
い
海
岸
に
面
し
た
横
浜
港
湾
空
港
技
術
調
査

事
務
所
（
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
）
は
、
企
業
が
所
有
す
る
老
朽
化
し
た
護
岸
や
防
潮
堤
を

環
境
共
生
型
護
岸
へ
転
換
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
お
り
、
自
ら
も
二
〇
〇
八
年
に
同
事
務
所
構
内
に

階
段
状
の
人
工
干
潟
「
潮
彩
の
渚
」
を
モ
デ
ル
的
に
造
成
し
た
（
写
真
３
）。
そ
し
て
、
横
浜
港
内

の
奥
深
く
入
り
込
ん
だ
「
潮
彩
の
渚
」
に
ア
サ
リ
幼
生
が
多
数
着
底
す
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
今
の
と
こ
ろ
、
企
業
が
所
有
す
る
護
岸
な
ど
を
環
境
共
生
型
護
岸
に
転
換
す
る

具
体
的
な
動
き
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

写真３　「潮彩の渚」の風景（国土交通省横浜港湾空港技術調査事業所のＨＰより）
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ア
サ
リ
種
苗
を
増
産
さ
せ
る
た
め
に

は
、
三
都
県
と
水
産
庁
・
国
土
交
通

省
の
連
携
が
不
可
欠

　
　
　

六
．
む
す
び

　

漁
業
法
第
三
条
・
第
四
条
（
適
用
範
囲
）
の
規
定
に
よ
り
、
公
共
用
水
面
で
あ
る
港
湾
区
域
に
も

漁
業
法
令
が
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
漁
業
権
が
消
滅
す
る
と
港
湾
管
理
者
の
意
思
が
優
先
さ
れ
る

の
で
、
生
物
生
産
に
配
慮
し
た
海
面
利
用
の
考
え
方
が
薄
れ
が
ち
に
な
る
。
二
枚
貝
が
生
息
し
て
い

る
海
底
は
底
質
が
軟
ら
か
い
が
、
二
枚
貝
が
い
な
く
な
る
と
底
質
が
硬
く
な
る
。
底
質
が
一
旦
硬
く

な
る
と
、
再
び
二
枚
貝
が
成
育
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。
港
湾
管
理
者
は
生
物
学
的
な
識

見
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。

　

都
内
の
人
口
密
集
地
か
ら
最
も
距
離
が
近
い
潮
干
狩
り
場
や
、
干
潟
の
環
境
教
育
モ
デ
ル
校
と
し

て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
小
学
校
が
、
東
京
臨
海
副
都
心
の
お
台
場
に
あ
る
。
お
台
場
海
浜
公
園
へ
の

オ
イ
ル
ボ
ー
ル
の
漂
着
が
冒
頭
で
述
べ
た
「
海
の
再
生
」
を
開
始
さ
せ
る
一
つ
の
要
因
に
な
っ
た
。

東
京
湾
再
生
推
進
会
議
が
ま
と
め
た
「
東
京
湾
再
生
の
た
め
の
行
動
計
画
」
に
は
、現
在
の
と
こ
ろ
、

ア
サ
リ
種
苗
の
増
産
を
目
的
と
し
た
人
工
干
潟
造
成
が
具
体
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。し
か
し
、

今
後
、
三
都
県
と
水
産
庁
・
国
土
交
通
省
関
係
機
関
が
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
サ
リ
種
苗
増

産
の
具
体
化
が
可
能
に
な
る
。

　

本
稿
の
作
成
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
ア
サ
リ
養
貝
場
の
衰
退
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
千
葉
県
の
養

貝
場
は
、
漁
業
者
が
同
じ
金
額
の
漁
業
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
全
国
的
に
珍
し
い
資
源
管
理
型

　

神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
工
藤
孝
浩
さ
ん
は
、『
ハ
マ
の
海
づ
く
り
（
成
山
堂
書
店
）』
の

中
で
、
横
浜
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所
の
更
に
奥
に
あ
る
竜
宮
橋
の
西
側
奥
に
あ
る
行
き
止
ま
り

水
域
に
干
潟
を
造
成
す
る
と
潮
干
狩
り
が
楽
し
め
る
と
述
べ
て
い
る
（
注
二
〇
）。

　

人
工
干
潟
一
㎡
あ
た
り
ア
サ
リ
の
最
大
個
数
は
、「
海
の
公
園
」
が
約
二
五
〇
〇
個
／
㎡
（
二
〇

〇
六
年
四
月
）（
注
二
一
）、「
潮
彩
の
渚
」
が
七
七
三
個
／
㎡
（
二
〇
〇
九
年
七
月
二
二
日
）（
注
二

二
）、「
か
わ
さ
き
の
浜
」
が
一
、
三
二
四
個
／
㎡
（
二
〇
一
〇
年
三
月
一
日
）（
注
二
三
）
と
い
ず

れ
も
多
い
。

　

調
査
時
期
や
ア
サ
リ
の
サ
イ
ズ
が
異
な
る
の
で
、
三
つ
の
人
工
干
潟
の
ア
サ
リ
の
着
底
状
況
を
正

確
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
神
奈
川
県
地
先
で
は
、
人
工
干
潟
を
造
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
比
較
的
容
易
に
大
量
の
ア
サ
リ
が
着
底
す
る
よ
う
で
あ
る
。
小
規
模
な
干
潟
に
も
高
い
密
度
で

ア
サ
リ
が
着
底
し
て
お
り
、
大
・
中
・
小
の
各
規
模
の
人
工
干
潟
が
種
場
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
人
工
干
潟
は
、
無
料
の
潮
干
狩
り
場
と
し
て
一
般
市
民
が
利
用
で
き
、
地
元
の
子
供

た
ち
の
環
境
教
育
に
も
役
立
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
神
奈
川
県
が
東
京
湾
全
体
で
種
苗
の
生
産
量
を

増
や
す
た
め
に
必
要
な
役
割
は
、
人
工
干
潟
を
造
成
し
て
浮
遊
幼
生
の
着
底
場
を
拡
大
し
、
新
た
な

種
場
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

神
奈
川
県
の
役
割
は
、
干
潟
を
造
成

し
て
浮
遊
幼
生
の
着
底
場
を
拡
大
し

種
場
を
つ
く
る
こ
と
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漁
業
の
一
つ
で
も
あ
る
。
ま
た
、
神
奈
川
県
と
東
京
都
で
は
、
潜
在
的
な
潮
干
狩
り
者
が
多
い
こ
と

か
ら
、新
た
な
人
工
干
潟
が
造
成
さ
れ
無
料
の
潮
干
狩
り
場
と
し
て
開
放
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

最
近
、
生
物
多
様
性
の
論
議
が
高
ま
っ
て
い
る
。
バ
カ
ガ
イ
の
名
は
、
か
つ
て
バ
カ
ガ
イ
を
多
く

生
産
し
た
馬ま

く
わ
り加
（
現
在
の
千
葉
市
幕
張
）
と
い
う
旧
地
区
名
の
音
読
み
が
語
源
の
一
つ
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。
金
田
漁
協
で
も
、
一
九
九
七
～
二
〇
〇
二
年
に
ア
サ
リ
漁
獲
量
の
三
九
～
一
七
八
％
に
相

当
す
る
バ
カ
ガ
イ
（
七
五
六
～
二
、
七
三
一
ト
ン
）
が
漁
獲
さ
れ
た
。
ア
サ
リ
の
増
産
は
他
の
二
枚

貝
の
増
産
に
も
役
立
つ
。

　

本
稿
は
、（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
交
付
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
多
面
的
な
機
能
の
活
用

に
よ
る
内
湾
漁
業
及
び
漁
村
の
活
性
化
方
策
解
明
（
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九
年
度
）」（
担
当
機
関
は
、

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
央
水
産
研
究
所
水
産
経
済
部
・
浅
海
増
殖
部
と
瀬
戸
内
海
区
水
産
研

究
所
生
産
環
境
部
、
愛
知
県
水
産
試
験
場
漁
場
環
境
研
究
部
。
外
部
評
価
委
員
は
、
風
呂
田
利
夫
教

授
（
東
邦
大
学
理
学
部
）、
平
尾
正
之
教
授
（
東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部
））
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
中
央
水
産
研
究
所
水
産
経
済
部
（
社
会
科
学

分
野
）
と
生
態
研
究
チ
ー
ム
（
自
然
科
学
分
野
）
と
の
間
で
行
わ
れ
た
初
め
て
の
水
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
の
交
付
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

注注
一
：
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
都
市
再
生
本
部
第
三
次
決
定
と
し
て
、「
大
都
市
圏
に
お
け
る
都
市

環
境
イ
ン
フ
ラ
の
再
生
事
業
」
の
中
で
、
水
質
汚
濁
が
慢
性
化
す
る
大
都
市
圏
の
「
海
の
再

生
」
を
図
り
、
先
行
的
に
東
京
湾
奥
部
の
水
質
改
善
に
取
り
組
む
「
東
京
湾
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
二
年
二
月
に
関
係
省
庁
及
び
関
係

地
方
自
治
体
か
ら
な
る
「
東
京
湾
再
生
推
進
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
下
部
機
関
と
し
て
、「
幹

事
会
」「
陸
域
対
策
分
科
会
」「
海
域
対
策
分
科
会
」「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
分
科
会
」
が
設
置
さ

れ
た
。

注
二
：
松
浦
勉
「
東
京
湾
に
お
け
る
ア
サ
リ
漁
業
等
の
展
開
過
程
」「
三
河
湾
に
お
け
る
ア
サ
リ
漁

業
の
展
開
過
程
」「
広
島
湾
に
お
け
る
ア
サ
リ
区
画
漁
業
の
展
開
過
程
」『
日
本
に
お
け
る
漁

業
・
漁
村
・
漁
民
の
総
合
的
研
究
（
平
成
一
八
年
度
～
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基

盤
研
究
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
』、
二
〇
一
〇
年
、pp.317

～371

注
三
：
鈴
木
輝
明
「
干
潟
漁
業
の
実
態
、機
能
、課
題
～
三
河
湾
を
事
例
と
し
て
～
」『
北
日
本
漁
業
』

第
三
四
号
、
二
〇
〇
六
年
、pp.45

～55

注
四
：
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
「
瀬
戸
内
海
の
さ
か
な
た
ち
第
五
回
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
」『
お
さ
か

な
瓦
版
』
第
二
五
号
、
二
〇
〇
八
年

注
五
：
鳥
羽
光
晴
「
千
葉
県
の
ア
サ
リ
漁
業
の
現
状
」『
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会
誌
』
第
五
七
号
、
二

〇
〇
二
年
、pp.145

～150
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注
一
四
：
神
奈
川
県
水
産
課
『
漁
業
実
態
調
査
報
告
書
№
三
〇
（
貝
類
養
殖
）』、
一
九
六
〇
年

注
一
五
：
村
橋
克
彦
、「
野
島
へ
の
人
の
道
」『
横
浜
・
野
島
の
海
と
生
き
も
の
た
ち
』
海
を
つ
く
る

会
、
八
月
書
館
、
一
九
九
五
年
、pp.176

～198

注
一
六
：
神
奈
川
県
水
産
総
合
研
究
所
「
神
奈
川
県
実
態
調
査
」『
平
成
九
年
度
漁
場
環
境
修
復
推

進
調
査
報
告
書
』、
一
九
九
八
年
、pp.81

～113

注
一
七
：T

om
oyuki K

asuya, M
asam

i H
am

aguchi and K
eita F

urukaw
a(2004): D

etailed 

O
bservation of S

patial A
bundance of C

lam
 L

arva R
uditapes philippinarum

 in 

T
okyo B

ay, C
entral Japan, Journal of O

ceanography, V
ol.60, pp.631

～636

注
一
八
：
浜
口
昌
巳
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
交
付
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
多
面
的
な
機
能
の
活
用

に
よ
る
内
湾
漁
業
及
び
漁
村
の
活
性
化
方
案
解
明
」
評
価
会
議
資
料
、
二
〇
一
〇
年

注
一
九
：
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部
人
間
基
礎
科
学
科
「
戦
後
金
田
漁
協
の
変
遷
、
東
京
内
湾
半
農

半
漁
村
の
生
業
と
生
活
慣
行
～
千
葉
県
木
更
津
市
畔
戸
区
の
事
例
～
」『
一
九
九
三
年
度

村
落
社
会
学
調
査
実
習
報
告
書
第
六
集
』、
二
〇
〇
五
年
、pp.228

～291

注
二
〇
：
工
藤
孝
浩
、「
ハ
マ
浜
探
偵
団
」『
ハ
マ
の
海
づ
く
り
』
海
を
つ
く
る
会
、
成
山
堂
書
店
、

pp.162

～177

注
二
一
：
山
中
亮
一
、
他
「
人
為
イ
ン
パ
ク
ト
が
海
底
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
（
第
五
報
）」『
日
本

船
舶
海
洋
工
学
会
講
演
会
論
文
集
第
四
号
』、
二
〇
〇
七
年
、pp.503

～506

注
二
二
：
西
栄
二
郎
、
他
「
横
浜
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所
に
造
成
さ
れ
た
人
工
干
潟
と
そ
の
周

注
六
：
千
葉
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
・
東
京
湾
貝
類
振
興
策
定
委
員
会
『
貝
類
漁
場
改
良
・
管
理

マ
ッ
プ
作
成
事
業
報
告
書
』、
一
九
九
一
年
、p.64

注
七
：
全
国
の
ア
サ
リ
を
対
象
と
し
た
第
三
種
区
画
漁
業
権
に
お
い
て
、
区
割
り
漁
場
で
個
々
人
が

ア
サ
リ
養
殖
を
行
う
生
産
形
態
は
、
全
国
的
に
あ
ま
り
多
く
な
い
。
広
島
湾
で
は
、
地
元
の

ア
サ
リ
漁
業
者
が
カ
キ
養
殖
業
者
か
ら
、
自
分
た
ち
の
漁
場
を
守
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
方

式
で
あ
り
、
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
）
頃
に
初
め
て
免
許
さ
れ
現
在
に
至
る
。(

浜
崎
富

彦
（
発
表
年
等
は
不
明
）、「
広
島
湾
大
野
町
の
ア
サ
リ
漁
業
」
を
参
照
）

注
八
：
浦
安
市
郷
土
博
物
館
、
浦
安
市
郷
土
博
物
館
常
設
展
示
解
説
書
、
二
〇
〇
一
年
、p.72

注
九
：
船
橋
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
船
橋
市
史　

民
俗
・
文
化
財
編
』、
二
〇
〇
一
年
、p.91

注
一
〇
：
水
産
庁
・（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
・（
社
）
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会
『
栽

培
漁
業
種
苗
生
産
、
入
手
・
放
流
実
績
（
全
国
）』、
一
九
八
三
―
二
〇
〇
八
年

注
一
一
：
小
泉
正
行
「
二
〇
〇
四
年
お
台
場
海
浜
公
園
に
お
け
る
ア
サ
リ
の
成
長
と
収
穫
状
況
」『
二

〇
〇
四
年
事
業
成
果
速
報
』、
東
京
都
水
産
試
験
場
、
二
〇
〇
五
年
、pp.93

～94

注
一
二
：
港
区
港
陽
小
学
校
「
研
究
紀
要
、
夢
を
は
ぐ
く
み
、
地
域
に
根
ざ
す
環
境
教
育
～
お
台
場

の
海
の
環
境
教
育
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
中
心
に
～
」
二
〇
〇
八
年
、p.124

注
一
三
：
千
葉
県
東
京
湾
漁
業
研
究
所
が
作
成
し
た
三
番
瀬
に
お
け
る
ア
サ
リ
資
源
生
態
研
究
報
告

（
第
一
二
回
三
番
瀬
漁
場
再
生
検
討
委
員
会
三
番
瀬
漁
場
再
生
調
査
結
果
報
告
、
二
〇
〇

八
年
三
月
二
六
日
開
催
）
に
よ
る
。
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辺
に
お
け
る
多
毛
類
を
中
心
と
し
た
底
生
生
物
相
」『
神
奈
川
自
然
誌
資
料
（
三
一)

』、

二
〇
一
〇
年
、pp.29

～33

注
二
三
：
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
資
料


